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５
No.97

平成26年 皐
さ つ き

月

P ２　

広
報

４月１日現在人口・世帯数（前月比）　
総人口48,216人（＋120）　男24,203人（＋79）　女24,013人（＋41）・世帯数18,153世帯（＋81）

●主な内容●主な内容

つくばみらいつくばみらい

P11　２代目観光大使が決定　

P13　狂犬病予防集合注射のお知らせ　

P14　市内の出来事

P20　保健だより

P24　公民館って、どんなトコ？　

P２　新年度スタート！（当初予算）

P６　事業仕分け評価結果の対応方針　

P８　児童扶養手当のお知らせ

P９　新規採用職員（前期）を募集

P10　市職員人事異動（４月１日付）

大きなランドセルに大きなランドセルに
　　　　　　　　希望を詰め込んで♪希望を詰め込んで♪

　市内の各小学校で４月８日、入学式が行われ、　市内の各小学校で４月８日、入学式が行われ、
464人の新１年生が大きなランドセルにたくさんの464人の新１年生が大きなランドセルにたくさんの
希望を詰め込み、学び舎の門をくぐりました。希望を詰め込み、学び舎の門をくぐりました。
　谷原小学校（　谷原小学校（大大

おおよしおおよし

好好三三
み ち こみ ち こ

智子智子校長）では、93人の新校長）では、93人の新
１年生がこれから始まる学校生活に期待と不安を入１年生がこれから始まる学校生活に期待と不安を入
り混ぜながら、緊張した面持ちで式に臨みました。り混ぜながら、緊張した面持ちで式に臨みました。
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平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
支
出
額

を
平
成
26
年
３
月
末
現
在
の
人
口

4
万
８
２
１
６
人
で
割
っ
た
お
お
よ

そ
の
金
額
で
す
。

【
市
民
一
人
の
歳
出
額
】

一
人
あ
た
り　

40
万
４
６
６
５
円

  総務費
31,987円

  民生費
114,956円

  衛生費
19,667円

農林水産業費
　12,043円

  土木費
58,611円

  消防費
17,899円

  教育費
113,014円

  公債費
30,744円

  その他
 5,744円

市役所管理などの費用
福祉、子育て支援
などの費用

健康診断、ごみ処理、
放射能対策などの費用農業振興などの費用

道路、公園、都市計画
などの費用消防、防災などの費用学校、公民館、図書館

などの費用
借入金（市債）の
返済金

議会運営、商工振興
などの費用

新
年
度
予
算
が
成
立

　

平
成
26
年
度
の
予
算
に
つ
い
て

は
、
市
の
最
上
位
計
画
、「
つ
く
ば
み

ら
い
市
新
基
本
計
画
」
の
大
き
な
政

策
目
標
、「 〝
み
ら
い
〞
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
誇
れ
る
ま
ち
に
向
け
て
」

の
実
現
の
た
め
、
引
き
続
き
、
事
業

の
必
要
性
、
緊
急
性
、
重
要
性
を
見

極
め
な
が
ら
、
真
に
市
民
の
た
め
に

な
る
事
業
の
選
択
を
行
っ
た
上
で
、

子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
予
算
編
成
に
努
め

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
26
年
度
の

予
算
に
つ
い
て
は
、
市
長
任
期
が
今

年
の
５
月
13
日
で
満
了
す
る
こ
と
か

ら
、
政
策
的
経
費
を
極
力
抑
え
、
義

務
的
経
費
を
中
心
に
、
既
に
設
定
し

て
い
る
債
務
負
担
行
為
や
継
続
費
の

事
業
な
ど
を
計
上
し
た
、
い
わ
ゆ
る

骨
格
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
全
体
を
見
る
と
、
総

額
は
、
1
９
５
億
1
１
３
４
万
４
千

円
で
、前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
、

20
億
２
８
２
１
万
１
千
円
の
増
で
、

11
・６
％
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

骨
格
予
算
で
あ
り
な
が
ら
、
二
桁

の
伸
び
と
な
っ
て
る
の
は
、
す
で
に

工
事
を
着
工
し
て
い
る
「（
仮
称
）

陽
光
台
小
学
校
」
と
「
み
ら
い
平
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
工

事
が
本
格
化
す
る
た
め
と
、
昨
年
度

実
施
設
計
を
行
っ
た
、
既
存
の
小
中

学
校
の
空
調
設
備
設
置
工
事
を
今
年

度
に
実
施
す
る
た
め
で
す
。
こ
れ
ら

を
含
む
教
育
費
だ
け
で
、
前
年
度
当

初
予
算
よ
り
21
億
１
４
０
０
万
２
千

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
今
年
４
月
か
ら
消
費

税
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
際
し
、
低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯
に

対
す
る
適
切
な
配
慮
を
行
う
、
い
わ
ゆ

る
「
簡
素
な
給
付
」
と
言
わ
れ
る
臨

時
的
な
給
付
措
置
を
実
施
す
る
た
め
、

民
生
費
に
２
億
３
１
０
９
万
２
千
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

行
き
た
く
な
る
、
住
み
た
く
な
る
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

　

当
市
の
産
業
活
動
の
活
性
化
や
市

民
の
雇
用
機
会
の
創
出
の
た
め
、
市
内

へ
の
進
出
企
業
な
ど
に
対
す
る
固
定
資

産
税
の
特
例
措
置
が
今
年
の
３
月
31
日

で
失
効
し
ま
し
た
。
こ
の
特
例
措
置
を

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
、
５
年
間
延

長
し
ま
す
。
併
せ
て
、
こ
の
固
定
資
産

税
特
例
措
置
に
該
当
す
る
企
業
に
対
し

て
、
交
付
す
る
雇
用
促
進
奨
励
金
も
同

様
に
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
５
年
間

延
長
し
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
企
業
誘
致
を

進
め
、
当
市
の
産
業
活
動
の
活
性
化

や
市
民
の
雇
用
機
会
の
創
出
を
図
り

ま
す
。

　

次
に
、
市
の
特
産
品
「
み
ら
い
プ

レ
ミ
ア
ム
」
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
、
知
名
度
向
上
と
消
費
拡
大
を
目

指
し
、
市
内
外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

で
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
特
産
品
の
認
証
に

向
け
て
、
商
品
の
公
募
も
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

子
ど
も
も
大
人
も
高
齢
者
も
う
れ
し
い
、

　
　
　
　
　

誰
も
が
便
利
に
感
じ
る
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

　

子
育
て
支
援
対
策
と
し
て
、
子
ど

も
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
き
、
本
市

の
幼
児
教
育
、
保
育
お
よ
び
子
育
て

支
援
の
指
針
と
な
る
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
計
画
」
を
今
年
度
に
お
い

て
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
施
設
の
充
実

と
し
て
、
現
在
、
子
育
て
世
代
の
人
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【毎月の支出】
食費（人件費） 79,844円

医療費（扶助費） 57,245円

光熱費・被服費（物件費） 71,142円
車や家具の修理代（維持補修
費・予備費）

4,266円

兄への仕送り（他会計への繰
出金・補助費・貸付金など）

133,337円

家の増改築（普通建設事業費） 115,971円

ローン返済（公債費） 37,987円

貯金（積立金） 208円

支出合計 500,000円

みらい君家
ち

（本市） の家計簿
【家族構成】父、母、みらい君（中学生）、兄（大学生「アパートで１人暮らし」）

【毎月の収入】
お父さんの給料（市税） 176,958円

お母さんのパート収入（使
用料・手数料など）

23,426円

貯金引き出し（繰入金） 26,949円

実家などからの援助（地方
交付税・国庫支出金など）

194,889円

ローン借り入れ（市債） 77,778円

収入合計 500,000円

収収  

入入

支支  

出出

家族で稼いだお金など

227,333
円

生活費345,834円

※家計簿はより分かりやすくするために１カ月分で作成し
ましたが、一般会計と対比するためには、年間の収支での
比較となります。

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
の
26
年
度
一
般
会
計
予
算
を
、
年
収
6
０
０
万
円

（
月
収
50
万
円
）
の
み
ら
い
君
の
家
庭
に
例
え
て
、
１
カ
月
分
の
家
計

簿
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。

　

現
在
、
整
備
を
進
め
て
い
る
「
み

ら
い
平
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」

は
、
子
育
て
支
援
施
設
と
し
て
の
児

童
館
、
子
育
て
支
援
室
や
、
図
書
館

分
館
を
併
設
し
た
複
合
型
施
設
で
あ

り
ま
す
。

　

運
営
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
を
予
定
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

次
に
、
防
災
対
策
と
し
て
、
災
害

時
の
福
祉
避
難
所
と
な
る
「
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
」
お
よ
び
「
総
合
福
祉

施
設
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の
丘
」

に
、
福
祉
避
難
所
用
備
蓄
品
を
整
備

し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
の
市
町
村
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
事
業
を
活
用
し

て
、
災
害
に
よ
る
停
電
時
に
、
市
民

を
避
難
所
な
ど
へ
安
全
に
誘
導
を
す

る
た
め
に
、
太
陽
光
発
電
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街

灯
を
設
置
し
ま
す
。
併
せ
て
、
み
ら

い
平
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
も

太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池
を
設
置
し
、

自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、「
空
き
家
」
対
策
に
つ
い
て

も
、
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
議
論

を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
引
き

続
き
、
市
の
今
後
の
対
応
の
方
向
性

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

口
増
に
伴
い
、
保
育
施
設
が
不
足
し

て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
み
ら
い
平
地
区
の

公
共
公
益
施
設
用
地
に
、
民
間
の
認

定
こ
ど
も
園
を
誘
致
し
、
働
き
な
が

ら
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
保
護
者

の
方
々
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
小
絹
児
童
館
の
運
営
に
つ

い
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

に
よ
り
、
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

次
に
、「
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
」

に
つ
い
て
は
、
今
年
の
４
月
１
日
か

ら
運
行
開
始
し
ま
し
た
の
で
、
大
勢

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、

安
全
で
利
便
性
の
高
い
地
域
公
共
交

通
を
目
指
し
、
運
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
道
路
環
境
の
充
実
に
つ
い

て
で
す
が
、昨
年
度
に
策
定
し
た「
歩

道
整
備
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
今

年
度
か
ら
は
、
計
画
的
に
事
業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
自
動
車
道
笹
子
ト
ン

ネ
ル
天
井
板
崩
落
事
故
を
契
機
に
、

こ
れ
ま
で
の
「
事
後
対
応
」
型
か
ら

「
予
防
保
全
」
型
の
維
持
・
修
繕
へ

の
政
策
転
換
を
目
的
に
、
道
路
法
が

昨
年
９
月
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
本

市
に
お
い
て
も
、
市
道
の
総
点
検
を

行
い
、「
予
防
保
全
」
型
の
市
道
の
維

持
・
修
繕
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

併
せ
て
、
現
在
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
、
合
併
特
例
債
事
業
を
は
じ
め
と

す
る
道
路
整
備
事
業
を
早
期
に
供
用

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
希
望
が
持
て
る
、

　
　
　
　
　

み
ん
な
を
大
切
に
し
た
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
方
が
安
心
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
続
可
能
な
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

　

児
童
・
生
徒
の
学
習
環
境
に
つ
い

て
は
、
市
内
の
児
童
・
生
徒
が
快
適

に
勉
学
に
励
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
、

市
内
の
小
・
中
学
校
に
空
調
設
備
を

整
備
し
ま
す
。

　

次
に
、
今
年
の
４
月
に
教
育
指
導

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
の

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
の

４
月
よ
り
、新
た
に
、こ
の
セ
ン
タ
ー

内
に
お
い
て
、
適
応
支
援
教
室
「
な

の
は
な
」
を
開
設
し
、
不
登
校
児
童

生
徒
に
対
し
、
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
や
集
団
で
の
指
導
を
計
画
的
に
行

い
、
学
校
へ
の
復
帰
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。
併
せ
て
、
従
来
ど
お
り
保

護
者
か
ら
の
子
ど
も
の
教
育
に
関
す

る
各
種
相
談
お
よ
び
指
導
、
助
言
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、（
仮
称
）
陽
光
台
小
学
校
に

つ
い
て
は
、
平
成
27
年
４
月
開
校
に

向
け
、
鋭
意
工
事
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

新年度スタート！（当初予算）
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▼
市
税
…
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て

　

い
た
だ
く
税
金
で
す
（
市
民
税
、

　

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
都

　

市
計
画
税
な
ど
）。

▼
分
担
金
・
負
担
金
…
保
育
所
の
保

　

育
料
や
児
童
ク
ラ
ブ
の
負
担
金
な

　

ど
で
す
。

▼
使
用
料
・
手
数
料
…
市
営
住
宅
の

　

使
用
料
、社
会
福
祉
施
設
使
用
料
、

　

体
育
施
設
の
使
用
料
な
ど
で
す
。

▼
そ
の
他
…
寄
附
金
、
繰
入
金
、
繰

　

越
金
、そ
の
他
の
収
入
な
ど
で
す
。

　

こ
の
繰
入
金
や
繰
越
金
と
は
、
基

　

金
（
貯
金
）
の
取
り
崩
し
、
前
年

　

度
か
ら
の
繰
越
金
で
す
。

▼
地
方
交
付
税
…
標
準
的
な
財
政
運

　

営
に
必
要
と
さ
れ
る
経
費（
人
口
、

　

面
積
、
道
路
の
延
長
な
ど
を
基
準

　

に
算
出
）
に
基
づ
き
、
国
か
ら
交

　

付
さ
れ
る
お
金
で
す
。
普
通
交
付

　

税
と
特
別
交
付
税
が
あ
り
ま
す
。

▼
国
・
県
支
出
金
…
道
路
整
備
・
教

　

育
施
設
整
備
な
ど
に
対
す
る
国
・

  

用 

語 

解 

説

【
歳
入
・
自
主
財
源
】

【
歳
入
・
依
存
財
源
】

特別会計
会計名 予算額

 国民健康保険 52億9,101万8千円

 後期高齢者医療 ３億4,886万3千円

 介護保険 28億6,021万3千円

 公共下水道事業 9億5,979万4千円

 農業集落排水事業 　4億6,607万円

 市営分譲住宅 4,379万7千円

合　計 99億6,975万5千円

一般会計　歳入

　

平
成
26
年
度
一
般

会
計
予
算
の
規
模
は
、

規
模
規
模

１
９
５
億
１
１
３
４
万
４
千
円
で
、

前
年
度
の
平
成
25
年
度
当
初
予
算
と

対
比
す
る
と
11
・
６
％
の
伸
び
と
な

り
ま
し
た
。

　

骨
格
予
算
で
あ
り
な
が
ら
、
二
桁

の
伸
び
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
既
に

工
事
を
着
工
し
て
い
る
「（
仮
称
）

陽
光
台
小
学
校
」
と
「
み
ら
い
平
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
工

事
が
本
格
化
す
る
た
め
と
、
平
成
25

年
度
で
実
施
設
計
を
行
っ
た
既
存
の

小
中
学
校
の
空
調
設
備
設
置
工
事
を

平
成
26
年
度
に
実
施
す
る
た
め
で

す
。

   1,134万４千円に決まる

歳　入
195億
1,134万4千円

依存財源 106億4,022万1千円　54.5％
国・県から交付されるお金や借入金など

市税   35.4％
69億538万8千円（3.5％）

自主財源 88億7,112万3千円　45.5％
皆さんから納めていただいた税金など

※(　)内は、対前年度増減率

歳
入
歳
入　
歳
入
の
主
な
も
の

と
し
て
は
、
市
税
が

69
億
５
３
８
万
８
千
円
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。
前
年
度
と
対
比
し
ま
す
と

２
億
３
５
３
７
万
６
千
円
の
増
、
率

で
３
・
５
％
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

地
方
消
費
税
交
付
金
は
、
消
費
税

が
８
％
へ
増
税
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

対
前
年
度
比
27
・
６
％
増
と
な
る
、

４
億
９
０
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。

　

国
・
県
支
出
金
は
、
対
前

年
度
比
18
・
５
％
増
と
な
る

41
億
３
５
２
万
１
千
円
、
市
債

は
、
対
前
年
度
比
15
・
１
％
増
の

水道事業会計
区分 予算額

  収益的収支
収入 14億538万6千円

支出 13億6,452万1千円

  資本的収支
収入 1億6,811万5千円

支出 6億1,408万4千円

地方交付税など  17.9％
35億160万円（5.3％）

分担金・負担金および使用料
・手数料  1.8％
3億5,482万6千円（10.5％）

国・県支出金  21.1％
41億352万1千円（18.5％）

市債  15.5％
30億3,510万円（15.1％）

その他（寄附金・繰越金など）  8.3％
16億1,090万9千円（51.1％）
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伊
奈
庁
舎
財
政
課　

☎
58
‐

２
１
１
１
（
内
線
１
２
３
１
）

問
　

県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
で
す
。

▼
市
債
…
地
方
公
共
団
体
（
市
）
が

　

行
う
事
業
で
、
特
に
大
き
な
事
業

　

を
実
施
す
る
場
合
な
ど
に
、
必
要

　

な
財
源
を
調
達
す
る
た
め
に
借
り

　

入
れ
る
お
金
で
す
。

▼
人
件
費
…
議
会
議
員
の
報
酬
や
職

　

員
の
給
与
な
ど
で
す
。

▼
物
件
費
…
賃
金
、
需
用
費
、
委
託

　

料
な
ど
消
費
的
性
質
の
お
金
で
す

▼
扶
助
費
…
社
会
保
障
制
度
の
一
環

　

と
し
て
、
高
齢
者
、
児
童
、
障
が

　

い
を
お
持
ち
の
方
な
ど
に
対
し
て

　

支
援
を
行
う
お
金
で
す
。

▼
補
助
費
等
…
市
か
ら
他
の
団
体
な

　

ど
に
行
政
上
の
目
的
か
ら
支
払
う

　

お
金
で
す
。

▼
普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
や
公
共

　

施
設
の
新
増
設
に
必
要
と
さ
れ
る

　

お
金
で
す
。

▼
公
債
費
…
市
の
借
入
金
の
返
済
に

　

充
て
る
お
金
で
す
。

▼
貸
付
金
…
地
域
住
民
の
福
祉
増
進

　

や
地
域
の
振
興
を
図
る
た
め
、
市

　

が
直
接
あ
る
い
は
間
接
的
に
現
金

　

の
貸
し
付
け
を
行
う
た
め
の
お
金

　

で
す
。

▼
繰
出
金
…
一
般
会
計
、特
別
会
計
、

　

基
金
と
の
間
で
、
相
互
に
資
金
運

　

用
を
す
る
た
め
の
お
金
で
す
。

【
歳
出
（
性
質
別
）】

。

新年度スタート！（当初予算）

   一般会計予算総額195億　　
一般会計　歳出（性質別）

名　称名　称 金　額金　額 対前年度対前年度
増減率増減率

人件費 31億1,571万1千円 0.4%

物件費 27億7,614万3千円 13.5%

維持補修費 1億5,649万円 212.6%

扶助費 22億3,384万4千円 ▲7.2%

補助費等 30億9,298万6千円 32.6%

普通建設
事業費 45億2,551万2千円 24.8%

災害復旧
事業費 270万1千円 ▲87.1%

公債費 14億8,235万8千円 4.6%

積立金 811万6千円 80.3%

投資および
出資金 1,381万5千円 ▲20.1%

貸付金 2,279万7千円 ▲16.2%

繰出金 20億7,087万1千円 2.6%

予備費 1,000万円 0.0%

合計 195億1,134万4千円 11.6%

一般会計　歳出（目的別）

歳　出

総務費  7.9％  15億4,227万2千円（4.1％）
庁舎などの財産管理、統計調査、戸籍の管
理などの経費

民生費　28.4％　
55億4,273万円（7.1％）
子育て支援、福祉の充実など
の経費

その他  0.9％   1億7,204万4千円（4.4％）
議会費や予備費などの経費

農林水産業費 3.0％　5億8,065万円
（2.7％）農業の振興などの経費

土木費  14.5％　28億2,599万1千円
（▲14.3％）道路、公園整備などの
経費

公債費  7.6％　14億8,235万8千円
（4.6％）市の借入金である市債の
返済などの経費

教育費  27.9％
54億4,910万1千円
（63.4％）学校教育、
生涯学習、文化・スポー
ツの振興などの経費

195億
1,134万4千円

商工費 0.5％ 　1億489万1千円（5.3％）
商工業、観光の振興などの経費

歳
出
歳
出
　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
骨

格
予
算
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
政
策
的
経
費
を
極
力
抑
え
、
義

務
的
経
費
を
中
心
に
、
既
に
設
定
し

て
い
る
債
務
負
担
行
為
や
継
続
費
の

事
業
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
比
で
大
き
く
伸
び
て

い
る
歳
出
は
、
教
育
費
が
前

年
度
比
63
・
４
％
増
と
な
る
、

54
億
４
９
１
０
万
１
千
円
、
民
生
費

が
前
年
度
比
７
・
１
％
増
と
な
る
、

55
億
４
２
７
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
性
質
別
で
み
ま
す
と
、
維

持
補
修
費
が
前
年
度
比
２
１
２
・
６
％

増
の
１
億
５
６
４
９
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

30
億
３
５
１
０
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。

消防費  4.4％　8億6,302万3千円（▲4.8％）
火災の予防、防災対策などの経費

衛生費 4.9％　9億4,828万4千円
（▲9.0％）疾病予防、環境保全、
ごみ処理などの経費
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№
事業名

（所属課）
判定結果

市の方針 市の方針理由および今後の見直しなど
当初予算額（千円）

比較市民判定員 仕分け人 H25年度 H26年度

１
シャトル便
運行事業
（総務課）

市実施
（要改善）

不要・凍結
廃止
・
改善

1,935 1,913 ▲22

２
市道除草事業
（建設課）

市実施
（要改善）

市実施
（要改善）

見直し
・
改善

24,641 29,586 4,945

３

①観光PR事業
（産業経済課）

市実施
（要改善）

市実施
（要改善）

観光協会
へ一元化

2,549 ０ ▲2,549

②観光協会
    育成支援事業
（産業経済課）

不要・凍結 不要・凍結 7,533 12,667 5,134

市民の移送について、庁舎間の利用状況は、月平均で
約10人の利用者がいます。また、庁舎間を直接結ぶ公
共交通機関が無く、現行のコミュニティバスのルート
においても庁舎間の移動には時間が掛かってしまうこ
とを考慮し、庁舎間の移動手段として、シャトル便事
業を現行どおり運行します。ただし、今後行う、デマ
ンド乗合タクシーやコミュニティバスのルート見直し
など公共交通機関の整備にあわせて、シャトル便によ
る市民の移送は廃止の方向で検討していきます。

本事業については、コストの削減の方法について検討
する必要があり、今後は発注の方法について見直して
いきます。具体的には、まず業者に委託をしなければ
ならない箇所とシルバー人材センターに委託できる箇
所を選定します。その中で、業者へ委託する方法とシ
ルバー人材センターへ委託する方法とどちらが費用対
効果があるか判定し、委託します。入札については、
指名業者数を増やすなど競争性を高めていきます。

本事業については、観光協会育成支援事業へすべて移
行し観光協会で事業展開していきます。当市では現在、
つくばみらい市特産品地域ブランドの年内認証を目指
しており（平成25年11月時点）、観光ガイドマップ作
成においては、認証品を掲載するとともに、農地景観
にも触れ、当市が誇る地域資源を有効的にＰＲしてい
きます。また、ガイドマップは、市内に限らず、市外
および県外でのイベントにおいても積極的に配布しま
す。さらに、観光大使による配布も行っていき当市の
魅力を存分にＰＲしていきます。

本事業は、イベントでの市のＰＲはもちろん、他市観
光協会との交流、特に今年は埼玉県伊奈町との友好都
市提携により、相互のイベントにおいて交流を図って
います。地域の活性化においては、観光に捉われない
魅力ある街づくりを目指し、ワープステーション江戸
を活用した地域活性化方針を検討するため、映像と街
づくりをテーマとした勉強会を発足させました。多方
面からの専門的意見を集約させて、平成25年度末まで
に、方針を見出し、内容によって観光協会の位置づけ
や役割を検討し、事業の展開を図っていきます。さら
に、福岡堰桜並木の維持管理、観光ガイドマップの作
成などＰＲ事業の業務を観光協会が引き継ぎ、魅力あ
る街づくりを展開していきます。

　　評価結果の対応方針
　昨年７月27日、谷和原公民館において、３回
目の「事業仕分け」を実施しました。当日は、
市民判定員19人、構想日本から仕分け人５人、
コーディネーター１人によって５事業９項目の
仕分けを行いました。

　今回実施した事業仕分けの判定結果を踏まえ、
市では事業の必要性や効果などを再検討し、平
成26年度の予算編成に取り組んできました。各
事業の検討結果と市の見直し方針の詳細につき
ましては、次の表のとおりです。

問　　伊奈庁舎企画課   ☎58 ‐2111
（内線1221）
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№
事業名

（所属課）
判定結果

市の方針 市の方針理由および今後の見直しなど
当初予算額（千円）

比較市民判定員 仕分け人 H25年度 H26年度

４

①すこやか福祉館
　管理事業
（社会福祉課）

市実施
（要改善）

不要・凍結
見直し
・
改善

154,187 86,949 ▲67,238

②世代ふれあいの館
　管理事業
（社会福祉課）

市実施
（要改善）

不要・凍結
見直し
・
改善

48,606 33,517 ▲15,089

５

図書館資料等
整備事業
（生涯学習課
【図書館】）

市実施
（要改善）

市実施
（要改善）

見直し
・
改善

20,107 26,263 6,156

図書館施設
維持管理事業
（生涯学習課
【図書館】）

市実施
（要改善）

市実施
（要改善）

見直し
・
改善

29,117 16,104 ▲13,013

図書館活動事業
（生涯学習課
【図書館】）

市実施
（要改善）

市実施
（要改善）

見直し
・
改善

33,579 37,413 3,834

当該施設は、市や社会福祉協議会が実施する高齢者や
障害者を対象とした事業に活用しており、福祉増進に
必要な施設となっています。今後、指定管理者におい
ては、適切なサービスを提供しているか確認をするた
め、モニタリング評価を導入します。なお、次回の指
定管理者の更新にあたっては、施設の設置目的を達成
するために利用者ニーズを把握し、福祉に関わる事業
を積極的に展開させ、より効率的、効果的な運営がで
きるよう検討していきます。

当該施設は、会議室やホール、ステージなどを備え、
講演や芸能などの催しを行っており、市民の交流拡大
を図る福祉施設として位置づけしています。今後、指
定管理者の自主的経営努力を促すため、利用料金制を
検討するなど、多様な市民サービスの提供を図り、施
設の設置目的を達成できる仕様書を検討し作成してい
きます。また、すこやか福祉館と同様に、適切なサー
ビスを提供しているか確認をするため、モニタリング
による評価を導入します。

新規図書の購入については、財政状況を踏まえながら
適切な更新時期を目標に購入を進めていきます。また、
蔵書数の増加を目指し、閉架書庫の増設を検討してい
きます。資料収集方針については、現状に適したもの
に見直し、年度ごとに分野ごとの資料の買い替えを行
うなど長期的な方針もあわせて作成していきます。学
校図書館との連携については、今年度から各中学校区
に学校司書が配置されており、学校訪問やイントラ
ネットなどを活用した情報交換を行い、学校司書の考
え方や、各学校図書館の状況を理解し、連携のあり方
を決めていきます。

維持管理業務については、平成26年度中に長期継続契
約の導入を検討します。また、指定管理者についても
平成26年度より小絹分館・みらい平分館への導入に向
けて検討しています。本館にある視聴覚室の利用促進
については、施設利用有料化も視野に入れて、平成26
年度から利用制限緩和の内容を決めていきます。小絹
分館については、小絹小学校・小絹中学校に近いこと
から、蔵書の構成を児童書中心に変更するなど、特色
ある蔵書構成に変える計画を平成26年度から検討して
いきます。

本事業の周知については、メールマガジンや広報紙と
は別に図書館のお知らせを各戸配布できないか検討し
ていきます。また、図書館サービスを市内全域へ拡げ
るために、市内のさまざまな施設に図書館のサービス
ポイントを設置できないか検討していきます。開館時
間の延長については、平成26年度以降、試験的に開館
時間の延長を実施し、利用者数の把握、必要経費など
のデータ収集、分析を行います。さらに利用者アンケー
トを行い、利用者ニーズの把握に努め、試行結果とあ
わせて検証し、開館時間延長の実施について検討して
いきます。

平成25年度   事業仕分け　
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伊
奈
庁
舎
こ
ど
も
福
祉
課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
６
５
）

問
申

◆
支
給
要
件

　

次
の
①
〜
⑨
の
い
ず
れ
か
に
当
て

は
ま
る
「
児
童
」
を
監
護
（
保
護
者

と
し
て
生
活
の
面
倒
を
見
る
こ
と
）

し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母

ま
た
は
両
親
に
か
わ
っ
て
、
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
（
養
育
者
）

が
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。「
児
童
」
と
は
、
０
歳
か
ら
18
歳

に
達
し
た
日
以
降
、
最
初
の
３
月
31

日
（
18
歳
の
年
度
末
）
ま
で
の
方
を

い
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
心
身
に
お
お
む
ね
中
度

以
上
の
障
が
い
（
特
別
児
童
扶
養
手

当
２
級
と
同
じ
程
度
以
上
の
障
が
い
）

が
あ
る
場
合
は
、
20
歳
未
満
ま
で
と

な
り
ま
す
。
受
給
者
・
児
童
と
も
に

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
配

偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
せ
ず
に
事
実

上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

も
の
を
含
む
）
と
生
計
同
一
で
あ
る

と
き
や
、
申
請
者
が
老
齢
福
祉
年
金

以
外
の
公
的
年
金
、
遺
族
補
償
を
受

け
ら
れ
る
と
き
、
日
本
国
内
に
住
所

が
な
い
と
き
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
の

　

状
態
に
あ
り
、
障
害
年
金
の
加
算

　

の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

　

な
い
児
童

⑤
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
遺
棄（
連

　

絡
が
と
れ
ず
児
童
の
養
育
を
放
棄

　

し
て
い
る
こ
と
）
し
て
い
る
児
童

⑥
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
拘
禁
さ

　

れ
て
い
る
児
童

⑦
婚
姻
せ
ず
に
生
ま
れ
た
児
童

⑧
母
が
児
童
を
妊
娠
し
た
当
時
の
事

　

情
が
不
明
で
あ
る
児
童

⑨
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
Ｄ
Ｖ

　

保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

◆
手
当
の
支
給

　
児
童
扶
養
手
当
の
金
額
は
、
受
給
資

格
者
本
人
と
、
受
給
資
格
者
と
同
一
住

所
の
扶
養
義
務
者
（
親
族
）
の
所
得
金

額
に
応
じ
て
、
手
当
の
全
部
が
支
給
さ

れ
る
場
合
と
手
当
の
一
部
の
み
が
支
給

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
所
得
額
に
よ
り
、
全
部
が
支
給
停

止
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
手
当
の
額
（
平
成
26
年
４
月
か
ら

変
更
）

【
支
給
対
象
児
童
１
人
の
場
合
】

・
全
部
支
給
↓
月
額
４
万
1
０
２
０
円

・
一
部
支
給
（
所
得
に
よ
り
変
動
）

　

↓
月
額
４
万
1
０
１
０
円
〜
９
６

　

８
０
円

【
支
給
対
象
児
童
２
人
以
上
の
場
合
】

　

全
部
支
給
・
一
部
支
給
と
も
、
そ

れ
ぞ
れ
前
記
の
金
額
に
、
第
２
子
に

つ
い
て
は
５
千
円
、
第
３
子
以
降
は

１
人
に
つ
き
３
千
円
を
加
算
し
た
金

額
に
な
り
ま
す
。

◆
手
当
の
支
払
日

　

手
当
は
、
認
定
請
求
し
た
月
の
翌

月
分
か
ら
支
給
さ
れ
、
年
３
回
、
支

払
月
の
前
月
分
ま
で
の
手
当
が
支
払

わ
れ
ま
す
。（
支
給
日
が
土
、
日
、
国

民
の
祝
日
な
ど
に
当
た
る
と
き
は
、

こ
れ
ら
の
日
の
前
日
と
し
ま
す
）

○
支
払
日

・
４
月
11
日
…
12
月
分
か
ら
３
月
分

・
８
月
11
日
…
４
月
分
か
ら
７
月
分

・
12
月
11
日
…
８
月
分
か
ら
11
月
分

◆
所
得
制
限
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
に
は
所
得
制
限
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
受
給
資
格
者
本

人
、
配
偶
者
お
よ
び
同
住
所
に
住
む

扶
養
義
務
者
（
父
母
、
子
、
祖
父
母
、

兄
弟
な
ど
）
の
前
年
分
（
１
〜
６
月

ま
で
の
間
に
請
求
す
る
と
き
は
前
々

年
分
）
の
所
得
に
よ
り
、
そ
の
年
の

８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
一
年
分

の
手
当
額
が
決
ま
り
ま
す
。
右
の
表

の
制
限
限
度
額
以
上
で
あ
る
と
き

は
、手
当
の
支
給
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

◆
現
況
届
に
つ
い
て

　

毎
年
８
月
中
に
す
べ
て
の
受
給
資

格
者
の
方
が
、
そ
の
年
の
８
月
か
ら

翌
年
７
月
ま
で
の
手
当
を
受
け
る
資

格
を
確
認
す
る
た
め
に
現
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。
提
出
さ
れ
な
い
場

合
に
は
、
８
月
以
降
の
手
当
が
差
止

に
な
り
、
２
年
以
上
提
出
さ
れ
な
い

場
合
に
は
受
給
資
格
が
喪
失
し
ま

す
。
受
給
資
格
者
の
方
で
、
ま
だ
現

況
届
の
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、早
急
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
を
ご
存
知
で
す
か
？　

　
（
父
子
家
庭
の
方
も
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の
離
婚
・
死
亡
な
ど
で
、
父
ま
た
は

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
（
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
）
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、
児
童

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。
こ
の
手
当
は
申
請
し
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◆
長
期
受
給
者
の
支
給
制
限

　

手
当
を
受
給
し
て
５
年
経
過
も
し

く
は
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
７

年
経
過
し
た
と
き
に
は
、
手
当
の
半

分
が
減
額
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

就
労
し
て
い
る
場
合
、
就
職
活
動
を

し
て
い
る
場
合
、
疾
病
な
ど
に
よ
り

就
労
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
場
合
な

ど
に
は
、
支
給
停
止
の
除
外
の
申
請

が
可
能
で
す
。
対
象
者
に
は
通
知
が

届
き
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
ま
で
に

必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
が
遅
れ
た
場
合
、
遅
れ
た
月
分

の
手
当
が
減
額
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

扶養
人数

受給資格者本人 扶養義務者
全部支給

所得制限額
一部支給

所得制限額
所得制限額

０人 19万円未満 192万円未満 236万円未満

１人 57万円未満 230万円未満 274万円未満

２人 95万円未満 268万円未満 312万円未満

３人 133万円未満 306万円未満 350万円未満

４人 171万円未満 344万円未満 388万円未満

５人 209万円未満 382万円未満 426万円未満

≪所得制限限度額≫

※所得の計算方法（課税台帳に基づき計算します）
所得額＝年間収入金額－必要経費（給与所得控除額な
ど）＋養育費の8割相当額－諸控除－8万円（社会保
険料相当額として一律8万円とします）
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父
子
・
母
子
家
庭
等
福
祉
金
を

　
　
　
　
　
　
　

ご
存
知
で
す
か
？

　

市
で
は
、
事
故
・
疾
病
な
ど
に
よ

り
両
親
を
失
っ
た
、
ま
た
は
母
子
・

父
子
世
帯
と
な
っ
た
家
庭
の
児
童
を

監
護
・
養
育
す
る
方
に
対
し
、
児
童

１
人
に
つ
き
月
額
1
５
０
０
円
の
父

子
お
よ
び
母
子
家
庭
等
福
祉
金
を
支

給
し
ま
す
。
こ
の
福
祉
金
は
申
請
し

な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
福
祉
金
の
対
象
に
な
る
児
童
と
は

　

市
内
在
住
の
中
学
生
以
下
の
児
童

で
、
次
の
よ
う
な
方
で
す
。

１
両
親
ま
た
は
そ
の
一
方
が
死
亡
し

　

た
児
童

２
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

３
両
親
ま
た
は
そ
の
一
方
が
重
度
障

　

が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

４
両
親
ま
た
は
そ
の
一
方
の
生
死
が

　

明
ら
か
で
な
い
児
童

５
そ
の
他
前
各
号
に
準
ず
る
状
態
に

　

あ
り
、
現
に
両
親
ま
た
は
そ
の
一
方

　

か
ら
監
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

　

い
児
童
で
、
市
長
が
認
め
る
者

■
福
祉
金
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

　
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
父
子
母
子
家

庭
等
福
祉
金
申
請
書
」
を
、
こ
ど
も

福
祉
課
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
に
必
要
な
も

の
は
、
受
給
者
名
義
の
金
融
機
関
口

座
で
す
。（
福
祉
金
を
振
り
込
む
口
座

を
指
定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

■
福
祉
金
の
支
払
い

　

福
祉
金
は
、
年
１
回
３
月
に
、
そ

の
年
度
分
の
支
給
額
を
一
括
し
て
お

支
払
い
し
ま
す
。
支
払
者
に
は
、
３

月
中
旬
ま
で
に
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
必
ず
内
容
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

 　

 

伊
奈
庁
舎
こ
ど
も
福
祉
課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
６
５
）

問
申

介
護
用
品
支
給
事
業
の

　

  
申
請
・
支
給
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

在
宅
で
寝
た
き
り
や
認
知
症
の
高

齢
者
な
ど
を
介
護
す
る
方
に
、
紙
お

む
つ
や
尿
と
り
パ
ッ
ト
な
ど
の
介
護

用
品
の
支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
よ
り
申
請
時
期
や
支
給
方
法

が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

■
対
象

・
満
65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
や
認
知

　

症
高
齢
者
お
よ
び
20
歳
以
上
の
重

　

度
障
が
い
者
…
年
額
1
５
０
０
０

　

円
を
限
度
（
申
請
月
に
よ
っ
て
変

　

更
有
）

・
要
介
護
４
ま
た
は
５
と
認
定
さ
れ

　

た
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

　

る
満
65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
…

　

 　

 

市
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
57

‐
１
７
７
０
／
伊
奈
庁
舎
介
護
福

祉
課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線

１
１
７
４
）

問
申

変更前 変更後

申請期間 年２回（５・11月）随時（毎月15日締切）

支給時期 年２回（９・２月）

７月以降に随時支給（申請月に応じた額
分の支給となります。ただし、今年度に
限り、５月末までの申請については、12
カ月分を支給します）

支給場所 市社会福祉協議会 業者による配達

　

年
額
3
０
０
０
０
円
を
限
度
（
申

　

請
月
に
よ
っ
て
変
更
有
）

※
支
給
時
に
入
院
中
・
入
所
中
の
方

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

新
規
採
用
職
員
（
前
期
）
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
平
成
27
年
度
新
規
採
用

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

採
用
試
験
は
、
前
期
（
一
般
事
務

＝
大
学
卒
程
度
）
と
後
期
の
２
回
に

分
け
て
募
集
し
ま
す
。
後
期
（
一
般

事
務
、
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
、
保

健
師
＝
大
学
卒
程
度
お
よ
び
短
大
・

高
校
卒
程
度
を
予
定
）
の
職
員
募
集

は
、
本
紙
７
月
１
日
号
に
掲
載
す
る

予
定
で
す
。

◆
募
集
職
種

　

一
般
事
務

◆
受
験
資
格

　

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
大
学
卒
程
度
以
上
の
学
力
を
有

す
る
方
（
卒
業
見
込
み
者
・
身
体
に

障
が
い
が
あ
る
方
を
含
む
）

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
お
よ
び

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る

欠
格
条
項
に
該
当
す
る
方
は
、
受
験

で
き
ま
せ
ん
。

◆
募
集
人
数

　

８
人
程
度

◆
試
験
方
法

◎
一
次
試
験

　

教
養
試
験
（
筆
記
試
験
、
論
文
）

◎
二
次
試
験

　

口
述
試
験
、
集
団
討
論
、
適
性
検

査
、
体
力
検
査
（
た
だ
し
、
障
が
い

の
あ
る
方
を
除
く
）

◆
試
験
日
お
よ
び
会
場　

◎
一
次
試
験　

・
日
時　

７
月
27
日
㈰

・
場
所　

茨
城
大
学
（
水
戸
市
文
京

　

２
‐
１
‐
１
）

◎
二
次
試
験

　
日
時
お
よ
び
場
所
に
つ
い
て
は
、
一

次
試
験
合
格
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

◆
応
募
手
続

◎
申
込
用
紙
の
交
付

　

所
定
の
受
験
申
込
書
な
ど
に
つ
い

て
は
、
伊
奈
庁
舎
総
務
課
に
て
５
月

１
日
㈭
か
ら
交
付
し
ま
す
。

　

郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
（
職
員
採
用
試
験
申
込
用
紙

請
求
）
と
朱
書
し
、
１
４
０
円
切
手

を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

（
角
形
２
号
2
４
０
㎜
×
3
３
２
㎜
）

を
同
封
し
郵
送
願
い
ま
す
。

◎
受
験
申
込
期
間

　

５
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

　

総
務
課
に
持
参
す
る
場
合
は
、
月

〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
し
、
郵
便

の
場
合
は
、
５
月
30
日
㈮
ま
で
に
必

着
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

伊
奈
庁
舎
総
務
課
（
〒
３
０
０
‐

2
３
９
５
）
つ
く
ば
み
ら
い
市
福
田

1
９
５　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線

１
２
１
０
〜
１
２
１
２
）
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市
職
員
人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
）

　

平
成
26
年
４
月
１
日
付
人
事
異
動
は
、
内
部
昇
格
な
ど
も
含
め
、

全
職
員
の
約
39
％
に
あ
た
る
１
３
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
人
事
異
動
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
子
育
て
支
援
体
制
の
強
化
、

み
ら
い
平
地
区
行
政
区
設
立
の
た
め
の
体
制
強
化
、
学
校
施
設
の
整

備
体
制
の
強
化
に
重
き
を
置
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
課
長
お
よ
び
課
長
補
佐
級
へ
の
昇
格
者
は
10
人
と
な
り
、

そ
の
内
の
８
人
（
２
人
が
課
長
、６
人
が
課
長
補
佐
）
は
女
性
で
す
。

女
性
の
課
長
職
は
、平
成
20
年
度
以
降
不
在
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
26
年
度
は
２
人
の
女
性
課
長
が
誕
生
し
ま
し
た
。
男
女
共
同
参

画
社
会
の
確
立
に
向
け
て
、
今
後
も
積
極
的
に
女
性
の
管
理
職
へ
の

登
用
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

※
（　

）
は
、
旧
所
属
お
よ
び
前
職
で
す
。

市
長
公
室

◆
市
長
公
室
長
＝
沖お
き
た田
照て
る
お雄
（
保
健

福
祉
部
長
）
●
政
策
秘
書
課
長
＝

飯い
い
ず
み泉
勝か
つ
ひ
ろ宏
（
企
画
課
長
）
●
企
画
課

長
＝
中な
か
じ
ま島
強つ
よ
し（
産
業
経
済
課
長
）

総
務
部

◆
総
務
部
長
＝
中な

か
い
ず
み泉

次つ
ぎ
お男

（
都
市

建
設
部
長
）
●
財
政
課
長
＝
中な

か
や
ま山

和か
ず
ひ
ろ広
（
生
活
環
境
課
長
）
●
税
務
課

長
＝
中な
か
む
ら村
将ま
さ
し（
社
会
福
祉
課
長
）
○

税
務
課
長
補
佐
＝
飯い
い
じ
ま島
光こ
う
じ二
（
議
会

事
務
局
長
補
佐
）
○
収
納
課
長
補
佐

＝
浅あ
さ
か
わ川
昭し
ょ
う
い
ち
一（
学
校
教
育
課
長
補
佐
）

市
民
経
済
部

●
産
業
経
済
課
長
＝
谷や
ぐ
ち口

雅ま
さ
し之

（
社

会
福
祉
課
長
補
佐
）
●
生
活
環
境
課

長
＝
中な
か
む
ら村
渉わ
た
る（
都
市
計
画
課
長
）
○

市
民
サ
ポ
ー
ト
課
長
補
佐
＝
飯い
い
ず
み泉

真ま

ゆ

み
由
美
（
国
保
年
金
課
主
査
）
○
生

活
環
境
課
長
補
佐
＝
杉す

ぎ
た田

卓た
か
お生

（
収

納
課
長
補
佐
）

保
健
福
祉
部

◆
保
健
福
祉
部
長
＝
石い
し
が
み神
栄さ
か
え（
市
長

公
室
長
兼
政
策
秘
書
課
長
）
●
社
会

福
祉
課
長
＝
豊と

よ
し
ま嶋

千ち

え

こ
恵
子
（
生
活
環

境
課
長
補
佐
）
●
健
康
増
進
課
長
＝

坂さ
か
も
と本

伊い

つ

み
津
美
（
健
康
増
進
課
長
補
佐

兼
が
ん
対
策
室
長
）
○
社
会
福
祉
課

長
補
佐
＝
直な
お
い井
仁ひ
と
し志
（
谷
和
原
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
○
こ
ど
も
福

祉
課
長
補
佐
＝
明あ
け
つ都

恵え

み

こ
美
子
（
生
涯

学
習
課
図
書
館
長
補
佐
）
○
こ
ど
も

福
祉
課
長
補
佐
＝
草く
さ
ま間
節た
か
し（
税
務
課

長
補
佐
）
○
国
保
年
金
課
長
補
佐
＝

稲い
な
み見
由ゆ

き

こ
紀
子（
社
会
福
祉
課
長
主
査
）

○
健
康
増
進
課
長
補
佐
兼
が
ん
対
策

室
長
＝
関せ
き
ぐ
ち口
栄え
い
こ子
（
健
康
増
進
課
主

査
）
○
伊
奈
第
４
保
育
所
長
＝
渡わ

た
な
べ辺

悦え
つ
こ子

（
谷
和
原
第
２
保
育
所
長
）
○

谷
和
原
第
１
保
育
所
長
＝
河か

わ
ら
い

原
井

美み

さ

こ
佐
子
（
伊
奈
第
３
保
育
所
主
任
保

育
士
）
○
谷
和
原
第
２
保
育
所
長
＝

青あ
お
き木
裕ひ
ろ
こ子
（
伊
奈
第
４
保
育
所
長
）

都
市
建
設
部

◆
都
市
建
設
部
長
＝
間ま
ね
や
ま

根
山
知と
も
み己

（
常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
事
務
局
長
（
派
遣
））
●
都
市
計

画
課
長
＝
斉さ
い
と
う藤
孝こ
う
じ次
（
茨
城
県
か
ら

派
遣
）
○
建
設
課
長
補
佐
＝
湯ゆ

は
ら原

章あ
き
お雄

（
上
下
水
道
課
主
査
）

会
計
課

◆
会
計
管
理
者
兼
参
事
兼
会
計
課
長

＝
木き
む
ら村
明あ
き
お夫
（
財
政
課
長
）

議
会
事
務
局

◆
参
事
兼
議
会
事
務
局
長
＝
斉さ
い
と
う藤

一は
じ
め（
議
会
事
務
局
長
）
○
議
会
事
務

局
長
補
佐
＝
梅う
め
も
と本
和か
ず
な
り成
（
こ
ど
も
福

祉
課
長
補
佐
）

教
育
委
員
会

●
生
涯
学
習
課
長
兼
図
書
館
長
＝

須す

か

お
加
尾
博ひ
ろ
し司
（
生
涯
学
習
課
長
）
○

学
校
教
育
課
長
補
佐
＝
小こ
ば
や
し林
弘ひ
ろ
ゆ
き幸

（
国
保
年
金
課
長
補
佐
）
○
学
校
教

育
課
長
補
佐
＝
天あ

ま
が
み神

信の
ぶ
み
つ光

（
生
涯
学

習
課
長
補
佐
）
○
学
校
教
育
課
教
育

指
導
室
＝
大お

お
と
う藤

正ま
さ
は
る晴

（
豊
小
学
校
教

務
主
任
（
茨
城
県
か
ら
割
愛
））
○

谷
和
原
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
＝

森も
り

勝か
つ
み巳
【
再
任
用
】（
総
務
部
長
）

○
生
涯
学
習
課
長
補
佐
＝
八や

ぎ木
勝か
つ
の
り則

（
建
設
課
長
補
佐
）
○
生
涯
学
習
課

図
書
館
長
補
佐
＝
吉よ
し
だ田
邦く
に
え恵
【
再
任

用
】（
会
計
管
理
者
兼
参
事
兼
会
計
課
長
）

退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

◎
森も
り

勝か
つ
み巳
（
総
務
部
長
）
◎
吉よ
し
だ田

邦く
に
え恵
（
会
計
管
理
者
兼
参
事
兼
会
計

課
長
）
◎
沼ぬ
ま
じ
り尻
春は
る
み
つ満
（
税
務
課
長
）

◎
岩い
わ
も
と本
善よ
し
ひ
ろ宏
（
健
康
増
進
課
長
）
◎

秋あ
き
た田
恵け
い
こ子
（
市
民
サ
ポ
ー
ト
課
長
補

佐
）
◎
安あ

そ
う相

以い

つ

こ
津
子
（
谷
和
原
第
１

保
育
所
長
）
◎
草く

さ
ま間

真ま

ち

こ
知
子
（
わ
か

く
さ
幼
稚
園
教
頭
）◎
植う

え
き木

京き
ょ
う
こ子（

す

み
れ
幼
稚
園
教
頭
）◎
青あ

お
き木

玉た
ま
え枝（

都

市
計
画
課
主
査
）
◎
井い
は
し橋
幸さ
ち
こ子
（
上

下
水
道
課
主
査
）
◎
宮み
や
た田
葉よ
う
こ子
（
す

み
れ
幼
稚
園
教
務
主
任
）
◎
服は
っ
と
り部
み

新
規
採
用
者

※
（　

）
内
が
所
属
先
と
な
り
ま
す
。

▼
堀ほ

り
こ
し越

由ゆ
う

（
税
務
課
）
▼
池い

け
や
ま山

宜の
ぶ
ひ
ろ宏

（
収
納
課
）
▼
菅か
ん

浩ひ
ろ
み
つ充
（
産
業
経
済

課
）
▼
武た
け
だ田
絵え

り理
（
市
民
窓
口
課
）

▼
古ふ
る
や谷
香か

な

こ
菜
子
（
社
会
福
祉
課
）
▼

箭や
な
い内
聖せ
い
じ司
（
介
護
福
祉
課
）
▼
島し
ま
だ田

幸さ
ち
ほ帆
（
国
保
年
金
課
）
▼
松ま
つ
ざ
き﨑
翔し
ょ
お
ん遠

（
都
市
計
画
課
）
▼
稲い

な
ば葉

勇ゆ
う
す
け介

（
建

設
課
）
▼
又ま

た
ら
い来

彬し
げ
る（

建
設
課
）
▼

山や
ま
な
か中

謙け
ん
ぽ甫

（
上
下
水
道
課
）
▼
吉よ

し
お
か岡

千ち
は
る陽（

会
計
課
）▼
飯い

い
む
ら村

佳か

よ

こ
世
子（
学

校
教
育
課
）
▼
中な
か
じ
ま島
祥し
ょ
う
こ子
（
生
涯
学

習
課
）
▼
中な
か
む
ら村
み
ず
き
（
谷
和
原
第

１
保
育
所
）
▼
横よ
こ
し
ま嶋
由ゆ

か加
（
谷
和
原

第
１
保
育
所
）
▼
大お
お
た
け竹
春は
る
な奈
（
谷
和

原
第
２
保
育
所
）
▼
倉く
ら
ば
や
し林
由よ
し
の
り知（
わ

か
く
さ
幼
稚
園
）
▼
村む

ら
お
か岡

美み

ほ帆
（
わ

か
く
さ
幼
稚
園
）
▼
後ご

と
う藤

望の
ぞ
み（

す
み

れ
幼
稚
園
）
▼
小お

じ
ま島

真ま

き

こ
紀
子
（
す
み

れ
幼
稚
園
）

ど
り
（
学
校
教
育
課
係
長
）
◎
川か
わ
ぐ
ち口

幸さ
ち
こ子
（
農
業
委
員
会
事
務
局
主
任
）

◎
大お
お
き木
千ち

え

こ
枝
子
（
谷
和
原
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
主
幹
）
◎
飯い

い
つ
か塚

仁さ
と
し志

（
生

涯
学
習
課
主
幹
）

善
意
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

【
匿
名
希
望
の
方
よ
り
】

　

福
岡
堰
さ
く
ら
ま
つ
り
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
、
６
０
０
０
円
が
市
に

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
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観
光
大
使
が
決
定

　

観
光
大
使
の
皆
さ
ん
に
は
、今
後
、

市
内
外
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に

お
い
て
、
当
市
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
任
命
さ
れ
た
４
人
の
観
光
大

使
の
皆
さ
ん
に
、
当
市
の
魅
力
や
抱

負
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
平
成
25
年
度
か
ら
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
魅
力

を
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ
る
、
観
光
大
使
を
任
命
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
４
人
の
観
光
大
使
が
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
任
命
さ
れ
た
の
は
、
市
内
在
住
の
大お

お
や
ま山

も
も
さ
ん
、

小こ
じ
ま島

遥は
る
かさ

ん
、
中ち

ゅ
う
ま馬

彩さ
い
か夏

さ
ん
、
森も

り
た田

沙さ
お
り織

さ
ん
で
す
。

大山  ももさん■
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
魅
力
は
？

　

緑
豊
か
な
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
る

と
こ
ろ
で
す
。
特
に
公
園
が
大
好
き

で
、
近
所
の
公
園
に
も
よ
く
散
歩
に

い
き
ま
す
。

■
抱
負
は
？

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
の
良
い
と
こ
ろ

小島  遥さん■
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
魅
力
は
？

　

本
当
に
自
然
豊
か
で
交
通
の
便
も

よ
く
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
市
認
証
特
産

品
「
み
ら
い
プ
レ
ミ
ア
ム
」
も
で
き

た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ

手
に
と
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

■
抱
負
は
？

　

今
年
度
も
観
光
大
使
と
し
て
活
動

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
市
内
・
県

内
だ
け
で
な
く
、
日
本
全
国
の
皆
さ

を
た
く
さ
ん
の
人
に
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
よ
う
、
笑
顔
で
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

ん
に
つ
く
ば
み
ら
い
市
を
知
っ
て
頂

け
る
よ
う
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

中馬  彩夏さん

森田  沙織さん

■
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
魅
力
は
？

　

自
然
豊
か
な
風
景
が
広
が
る
一
方

で
、
都
内
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
便
利
な

と
こ
ろ
で
す
。
桜
の
季
節
は
本
当
に

き
れ
い
で
す
。
お
野
菜
が
お
い
し
い

と
こ
ろ
も
魅
力
で
、
特
に
「
み
ら
い

プ
レ
ミ
ア
ム
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
が
好
き
で
す
。

■
抱
負
は
？

　

今
年
度
で
観
光
大
使
は
２
年
目
に

な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
観
光
大
使

の
お
仕
事
を
通
じ
て
、
つ
く
ば
み
ら
い

市
の
魅
力
を
自
分
自
身
で
も
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
県

外
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
も
増
え
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
た
く
さ
ん
の
人
に
つ
く
ば

み
ら
い
市
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

■
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
魅
力
は
？

　

み
ら
い
平
駅
か
ら
都
心
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
便
利
な
と
こ
ろ
で
す
。
都
心

に
近
い
け
れ
ど
、
つ
く
ば
み
ら
い
市

に
は
自
然
も
多
く
、
ゆ
っ
く
り
し
た

時
間
を
過
ご
せ
る
の
で
、
子
育
て
に

も
お
す
す
め
の
街
で
す
。

■
抱
負
は
？

　

今
回
で
２
年
目
に
な
り
ま
す
の

で
、
大
使
と
し
て
の
立
ち
振
る
舞
い

や
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
っ
か
り
や
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
つ
く
ば
み
ら
い
市

の
魅
力
と
観
光
大
使
の
こ
と
を
市
内

外
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

市
内
の
桜
が
満
開
に

　

今
年
も
桜
が
見
頃
を
迎
え
、
市
内

各
所
で
は
、
満
開
の
桜
を
楽
し
む
見

物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

毎
年
４
月
初
旬
に
開
催
さ
れ
る

福
岡
堰
さ
く
ら
ま
つ
り
は
、
市
外

か
ら
も
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
ま

す
。
あ
い
に
く
、
今
年
は
開
催
前

日
の
大
雨
に
よ
り
駐
車
場
が
冠
水

し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
予
定
し
て

い
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
催
し
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
週
末
の

５
日
、
６
日
の
両
日
は
、
天
気
に

恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
勢
の

花
見
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま

た
今
年
は
、
市
の
福
祉
施
設
「
き

ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の
丘
」
が
誕

生
20
周
年
を
迎
え
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
主
催
の
桜
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
桜
ま
つ
り
開
催
中

の
夜
間
に
は
、
満
開
の
桜
並
木
が

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
訪
れ
た
見
物

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

福岡堰の桜並木福岡堰の桜並木
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サークル 開催日時 内　容 サークル 開催日時 内　容

伊奈小品盆栽会
６月15日㈰
　午前９時～
　　　　　正午

盆栽の楽しさを味わって
みませんか。展示会も実
施しています。ぜひ、い
らっしゃってください。

コール古
こ ひ

秘
５月25日㈰
　午後２時～
　　　　　４時

男女合わせて16人で活動し
ています。コーラスは初めて
という方も大歓迎です。楽し
く歌いましょう。

俳句ひばり
５月20日㈫
　午前９時～
　　　　　正午

一緒に俳句を楽しみませ
んか。春秋２回の吟行会、
文化祭への参加なども
行っています。

ピリアロハ
５月14日㈬
　午後１時～
　　　　　４時

身体を動かす心地良さを
味わいながら、楽しい仲
間たちと一緒に充実した
時間を過ごしませんか。

Mサークル
オアシス

５月15日㈭
　午前９時～
　　　　　正午

日本・世界のフォークソン
グや叙情歌などを歌って
います。ギター・ピアノな
どの経験者、歓迎します。

民謡峯
ほうせいかい

清会
６月７日㈯
午後１時30分～
　　　３時30分

各地の民謡を一緒に楽し
みましょう。文化祭への
参加や福祉施設への慰問
などの活動もしています。

リーフス
５月20日㈫
　午後１時～
　　　　　３時

ブリザーブドフラワーの
サークルです。みなさん
楽しく和気あいあいと
レッスンをしています。

林蔵太鼓保存会
５月17日㈯
　午後７時～
　　　　　９時

小学生から80歳代までの
メンバーで郷土の偉人・
間宮林蔵の創作太鼓曲の
演奏をしています。

健康太極拳
５月21日㈬
午後１時30分～
　　　３時30分

体力に自信のない人でも
自分のペースでできる健
康法です。とても気持ち
がよく、楽しい会です。

エアロビクス
同好会マドンナ

５月22日㈭
　午前10時～
　　　　　11時

幅広い年齢層で楽しく運
動をしています。初めて
の方も大丈夫です。一緒
に身体を動かしましょう。

ヒッポファミリー
クラブ

５月８日㈭
　午後７時～
　　　　　８時

「７か国語で話そう」を
テーマに幼児からシニア
まで、簡単な挨拶から始
め、楽しんでいます。

伊奈ギター
アンサンブル

５月17日㈯
　午前９時～
　　　　　正午

ギターを弾けるようになり
たい方、もう一度ギターを
やってみようかなと思って
いる方お待ちしています。

ママとホップ
みらい
※１

５月16日㈮
　午前10時～
　　  11時30分

対象：１～３歳児とお母
さんです。親子で一緒に
エアロビクスで気持ち良
く体を動かしましょう。

マルラニ
ハワイアン

５月24日㈯
　午前10時～
　　　　　正午

笑顔で踊るフラダンス。
美容と健康のために、心
身ともにリフレッシュし
ましょう。

自然観察教室
※２

５月11日㈰
午前９時30分～
　　　午後３時

市内外を歩きながら、草
や木、鳥などを観察し、
名称や名前の由来など、
楽しく勉強しています。

 公民館で楽しみを探してみませんか？第２弾
伊奈公民館で、見学・体験をしてみませんか？
「趣味」を広げてください！！「地域の輪」を広げてくだ
さい！！余暇を「いきいき」と過ごすために。伊奈公民館
では下記の日程にて、自主サークルの見学・体験コース第

２弾を開催します。どうぞ！お気軽にご参加ください。
※申し込みの必要はありません。詳細を知りたい方は公民館
までご連絡ください。また荒天の場合は中止の時があります。

※１バスタオル・上履き・飲み物をお持ちください。
※２弁当・飲み物をお持ちください。

伊奈公民館　☎58‐5081問
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「
散
歩
」
と
称
し
て
「
放
し
飼
い
」

を
し
て
い
る
飼
い
主
の
方
が
い
ま

す
。

　

普
段
は
大
人
し
い
犬
で
も
、
噛
付

い
た
り
、
飛
び
か
か
っ
た
り
し
て
他

人
に
ケ
ガ
を
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
犬
が
自
由
に
歩
い
て
い
れ

ば
、
交
通
事
故
や
放
浪
犬
に
噛
ま
れ

る
な
ど
し
て
ケ
ガ
を
負
っ
た
り
、
迷

子
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

   

谷
和
原
庁
舎
生
活
環
境
課   

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
３
7
・

８
１
３
８
）

問

◆会場によっては混雑が予想されます。スムーズな手続きが  
　できるよう、釣り銭の出ないようご協力ください。
◆市から郵送されたはがきは、必要事項を記入してお持ちく
　ださい（問診票の欄は、必ずご記入ください）。　
◆集合注射を受けられない場合は、最寄りの動物病院で受け集合注射を受けられない場合は、最寄りの動物病院で受け
　てください。この場合、料金が異なることがあります。　てください。この場合、料金が異なることがあります。
◆犬の住所や飼い主などが変更になった場合は、変更の手続◆犬の住所や飼い主などが変更になった場合は、変更の手続
　きが必要です。　きが必要です。
◆登録した犬が亡くなった場合は、生活環境課へご連絡くだ
　さい。

犬を飼っている皆さんへ
■
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め

　

ま
し
ょ
う
。

■
犬
の
フ
ン
を
放
置
す
る

　

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

犬
の
フ
ン
の
始
末
は
飼
い
主
の
義

務
で
す
。
公
共
の
場
所
（
公
園
・
道

路
な
ど
）
や
他
人
の
土
地
、
建
物
を

汚
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
公
園
利
用
者
や
歩
行
者

が
不
快
な
思
い
を
す
る
だ
け
で
な

く
、他
の
犬
が
に
お
い
を
嗅
い
だ
り
、

触
っ
た
り
す
る
と
病
気
が
広
が
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

散
歩
に
は
必
ず
エ
チ
ケ
ッ
ト
袋
を

持
参
し
ま
し
ょ
う
。

登録もできます！

登録もできます！

【（伊奈地区）雨天決行】

　生後91日以上の犬は、登録と毎年の狂犬病注射が義務付けら
れています。狂犬病予防の集合注射は、どの会場でも受けるこ
とができます。
　登録が済んでいる方には、はがきにてお知らせしています。
　不明な点がありましたら、生活環境課までお問い合わせく
ださい。

狂犬病予防集合注射のお知らせ
実施日 会　　　場 時　　　間

５月
13日㈫

豊体中宿公民館

午　

前

９時～９時20分
青古新田公民館 ９時30分～９時40分
青木住宅自治会館 ９時50分～ 10時５分
狸渕公民館 10時15分～ 10時25分
弥柳第２公民館 10時35分～ 10時45分
山谷公民館 10時55分～ 11時５分
上平柳公民館 11時15分～ 11時30分
中平柳公民館

午　

後

１時10分～１時20分
下平柳公民館 １時30分～１時45分
山王新田赤羽倉庫 １時55分～２時15分
山王新田本田機場 ２時25分～２時40分
伊丹消防機具置場 ２時50分～３時５分

５月
14日㈬

城中消防機具置場

午　

前

９時～９時20分
東小学校（校庭側） ９時30分～９時45分
足高公民館 ９時55分～ 10時５分
根柄公民館 10時15分～ 10時25分
戸茂公民館 10時35分～ 10時45分
久保公民館 10時55分～ 11時５分
上島公民館 11時15分～ 11時30分
すみれ幼稚園裏口

午　

後

１時10分～１時30分
農協伊奈中央支店
（いきいきセンター）

１時40分～２時10分

ふれあい公園 ２時20分～２時30分
上谷井田公民館 ２時40分～３時

５月
15日㈭

高岡公民館

午　

前

９時～９時15分
狸穴住宅自治会館 ９時25分～９時45分
狸穴公民館 ９時55分～ 10時５分
大和田ごみ集積所 10時15分～ 10時25分
野堀消防機具置場 10時35分～ 10時45分
神生公民館 10時55分～ 11時10分
平和台住宅公民館 11時20分～ 11時40分
わかくさ幼稚園駐車場 午　

後

１時15分～１時45分
板橋不動院 １時55分～２時25分
関場・五反田公民館 ２時35分～２時55分

実施日 会　　　場 時　　　間

５月
16日㈮

勘新　５期　広場

午　

前

９時～９時20分
勘新児童公園 ９時30分～ 10時
元勘兵衛新田自治会館 10時10分～ 10時30分
高波公民館 10時40分～ 11時
愛宕バス停裏 11時10分～ 11時20分
愛宕公民館 11時30分～ 11時40分
小張上・中宿公民館

午　

後

１時10分～１時35分
みらい平駅自転車置場前 １時45分～２時５分
谷口公民館 ２時15分～２時25分
芦戸公民館 ２時35分～２時45分
農協新町倉庫 ２時55分～３時５分

○手数料（１匹あたり）
新規登録と予防注射　5,400円
予防注射のみ　　　　3,400円

※手数料の内訳
・登録手数料…2,000円
・注射手数料…3,000円
・注射済票交付手数料
　　　　　　…   400円
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市市内内の出の出来来事事

豊
小
の
児
童
た
ち

地
域
安
全
マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
で
教
育
長
賞

　

昨
年
度
実
施
さ
れ
た
「
地
域
安
全

マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、

豊
小
の
海え
び
は
ら

老
原
コ
ウ
さ
ん
（
当
時
５

年
）、
府ふ

か
わ川

美み

か香
さ
ん
（
同
）、
木き

む
ら村

百も
も
か花

さ
ん
（
当
時
4
年
）、
栗く

り
た田

柚ゆ
ず
は羽

さ
ん
（
同
）、
野の

ぐ
ち口

楓ふ

わ

な
和
菜
さ

ん
（
同
）
が
、
応
募
総
数
3
８
８
点

の
中
か
ら
見
事
、
茨
城
県
教
育
長
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
学
区
内
の
通
学
路

を
分
担
し
て
歩
き
、
危
険
個
所
を
調

べ
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。「
す
ご

く
う
れ
し
い
」「
び
っ
く
り
し
た
」「
い

ろ
い
ろ
な
通
学
路
を
自
分
の
足
で
歩

い
て
頑
張
っ
た
の
で
良
か
っ
た
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

豊
小
の
古
谷
さ
ん

歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
教
育
長
賞

　

昨
年
度
実
施
さ
れ
た
「
歯
と
口
の

健
康
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
、豊
小
の
古ふ

る
や谷

莉り

こ子
さ
ん
（
当

時
３
年
）
が
見
事
、
茨
城
県
教
育
長

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
谷
さ
ん
は
、
歯
磨
き
を
し
て
い

る
様
子
を
描
き
「
一
生
懸
命
描
い
た

の
で
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
き
ち

ん
と
歯
磨
き
し
た
い
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

▷
教
育
長
賞
を
受
賞
し
た
海
老
原
さ

ん
、
府
川
さ
ん
（
前
列
左
か
ら
）、

野
口
さ
ん
、
木
村
さ
ん
、
栗
田
さ
ん

（
後
列
左
か
ら
）

▷
教
育
長
賞
を
受
賞
し
た
古
谷
さ
ん

新
た
な
地
域
公
共
交
通
が
運
行
開
始

　

デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

子
ど
も
た
ち
が
集
う

　

当
市
初
の
児
童
館
が
オ
ー
プ
ン

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
公
共

交
通
を
見
直
し
、
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ

ク
シ
ー
「
み
ら
い
く
ん
」
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
「
み
ら
い
号
」
を
併
用

す
る
、
新
た
な
地
域
公
共
交
通
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
の
運
行
開
始
に
あ
た
り

３
月
31
日
、
伊
奈
庁
舎
に
て
運
行
開

始
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
式
に
は
、

デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
み
ら
い

く
ん
」
の
名
付
け
親
と
な
っ
た
成な
る
し
ま島

悠ゆ
う
た太

さ
ん
（
谷
井
田
小
４
年
）
や
関

係
者
が
参
加
し
、
盛
大
に
運
行
開
始

を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
、
成
島
さ
ん

に
は
感
謝
状
と
つ
く
ば
み
ら
い
市
の

特
産
品
「
み
ら
い
プ
レ
ミ
ア
ム
」
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
み
ら

い
く
ん
」
は
、
事
前
に
利
用
者
登
録

を
し
、
予
約
す
る
こ
と
で
、
ド
ア
・

ツ
ー
・
ド
ア
で
目
的
地
（
市
内
の
み
）

ま
で
移
動
が
で
き
る
非
常
に
利
便
性

の
高
い
公
共
交
通
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
み
ら
い
号
」

に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

利
用
者
へ
の
聞
き
取
り
、
利
用
状
況

を
考
慮
し
た
上
で
、
ル
ー
ト
・
ダ
イ

ヤ
・
運
賃
な
ど
の
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
公
共
交
通
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
が
あ
っ
て
運

行
が
継
続
さ
れ
ま
す
。
み
ん
な
で
支

え
合
う
公
共
交
通
に
す
る
た
め
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー

「
み
ら
い
く
ん
」
の
事
前
登
録
は
、

伊
奈
庁
舎
企
画
課
と
谷
和
原
庁
舎
市

民
窓
口
課
で
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

運行を開始するデマンド乗合タクシーと
コミュニティバス

　
　

伊
奈
庁
舎
企
画
課　

☎
58
‐

２
１
１
１
（
内
線
１
２
２
１
）

問

　
市
で
は
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図

る
た
め
、
小
絹
地
区
に
あ
る
「
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
」
を
「
つ
く
ば
み
ら
い
市

小
絹
児
童
館
」
と
し
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
４
月
５
日
に

は
、
子
ど
も
た
ち
や
関
係
者
出
席
の
も

と
開
館
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
館
式
終
了
後
に
は
、
運
営
会

社
の
企
画
し
た
フ
ラ
フ
ー
プ
大
会
、

ビ
ー
玉
箸
掴
み
大
会
、
紙
ひ
こ
う
き

大
会
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
児
童
館
は
、
子
ど
も
同
士
は

も
ち
ろ
ん
、
子
育
て
中
の
保
護
者
同

士
の
交
流
の
場
と
し
て
、
市
内
で
初

め
て
開
館
し
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
や
運
営
コ
ス
ト
の
抑
制

の
た
め
、
民
間
会
社
が
運
営
す
る
指

定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

イベントに参加する子どもたち
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体
育
協
会
長
の
北
泉
氏

茨
城
県
体
育
協
会
長
表
彰
を
受
賞

　

水
戸
市
堀
原
運
動
公
園
内
に
あ
る

茨
城
県
武
道
館
大
道
場
で
２
月
８

日
、
茨
城
県
体
育
協
会
長
褒
状
授
与

毎
日
・
茨
城
杯

中
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

第
65
回
毎
日
・
茨
城
杯
中
学
生
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
１
月
25

日
、
26
日
、
２
月
１
日
、
２
日
の
４

日
間
に
わ
た
っ
て
１
８
４
校
が
参
加

し
開
催
さ
れ
、
伊
奈
中
学
校
男
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
、
見
事
第
３

位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
『
全
身
全
霊
』
と
い

う
伊
奈
中
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の

黄
色
の
大
き
な
応
援
横
断
幕
が
か
か

り
、
保
護
者
も
多
数
応
援
に
か
け
つ

け
た
中
、
部
員
た
ち
は
応
援
を
背
に

市
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会

　

市
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人

大
会
が
３
月
８
日
、
９
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
、
総
合
運
動
公
園
体
育
館

な
ど
で
、
男
女
合
わ
せ
て
48
チ
ー
ム

が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
参
加
チ
ー
ム
の
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

男
子
の
部

優　

勝　

小
張
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

　
　
　
　

ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
３
位　

小
絹
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

　
　
　
　

ー
ル
ク
ラ
ブ

女
子
の
部

第
３
位　

小
絹
Ｍ
Ｂ
Ｃ
ウ
イ
ン
グ
ス

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
功
労
者
表
彰

   

食
生
活
改
善
推
進
員
の
片
見
氏
が
受
賞

　

平
成
25
年
度
県
民
健
康
づ
く
り
表

彰
式
が
茨
城
県
庁
で
行
わ
れ
、
片か

た
み見

礼れ
い
こ子
氏
（
福
岡
）
が
食
生
活
改
善
推

進
員
と
し
て
、
地
域
に
お
い
て
の
献

身
的
な
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

茨
城
県
保
健
福
祉
部
長
賞
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

片
見
氏
は
、
昭
和
63
年
に
旧
谷
和

原
村
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
に
入

会
さ
れ
て
か
ら
、
現
在
に
至
る
ま
で

永
き
に
わ
た
り
、
食
を
通
じ
た
健
康

づ
く
り
推
進
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て

式
が
行
わ
れ
、
当
市
体
育
協
会
会
長

の
北

き
た
い
ず
み泉

克か
つ
よ
し好

氏
（
神
生
）
が
茨
城
県

体
育
協
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

北
泉
氏
は
、
永
き
に
わ
た
り
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
と
し
て
、

ま
た
、
体
育
協
会
お
よ
び
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
や
発
展
に
多
大
な
尽
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

い
ま
す
。

日
下
さ
ん
の
標
語
が

新
住
警
器
普
及
促
進
標
語
に
決
定

　

常
総
広
域
消
防
本
部
で
は
、
平
成

26
年
度
の
住
警
器
（
住
宅
用
火
災
警

報
器
）
普
及
促
進
標
語
を
公
募
し
た

と
こ
ろ
、２
０
４
点
の
応
募
が
あ
り
、

当
市
在
住
の
日く

さ
か下

千ち

ず

こ
鶴
子
さ
ん
（
伊

奈
東
）
の
「
住
警
器　

命
を
ま
も
る

　

見
張
り
番
」
が
最
優
秀
作
品
に
選

ば
れ
、
長な
が
つ
か塚

暁さ
と
る

常
総
地
方
防
火
協

会
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た

　

日
下
さ
ん
は
「
最
優
秀
作
品
に
選

ば
れ
て
驚
い
て
い
ま
す
。
こ
の
標
語

を
き
っ
か
け
に
住
警
器
の
設
置
率
が

ア
ッ
プ
し
、
火
災
の
犠
牲
者
が
ひ
と

り
で
も
減
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▷
表
彰
を
受
け
る
日
下
さ
ん

▷
優
勝
し
た
小
張
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
皆
さ
ん

伊奈中バスケットボール部の皆さん

精
一
杯
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。

▷
茨
城
県
保
健
福
祉
部
長
賞
を
受
賞

し
た
片
見
さ
ん

▷
茨
城
県
体
育
協
会
長
表
彰
を
受
賞

し
た
北
泉
さ
ん

。
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月
額
…
一
般
世
帯
15
万
8
千
円
以
下
、

　

裁
量
世
帯
21
万
4
千
円
以
下
）

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
方

⑦
ペ
ッ
ト
不
可

⑧
そ
の
他
諸
条
件
有

▼
募
集
戸
数
＝
１
戸
（
3
階
、
エ
レ

　

ベ
ー
タ
ー
な
し
）

▼
場
所
・
間
取
り
＝
秋
葉
山
住
宅（
狸

　

穴
１
０
７
２
‐
４
）
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

▼
家
賃
＝
所
得
と
家
族
構
成
に
よ
り

　

変
動

▼
募
集
期
限
＝
５
月
15
日
㈭

▼
入
居
開
始
予
定
日
＝
７
月
１
日
㈫

▼
決
定
方
法
＝
所
得
が
低
く
、
住
宅

　

に
困
っ
て
い
る
度
合
い
の
高
い
方

　

を
選
考
し
決
定

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画

課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線

８
１
６
２
）

～道路の陥没、段差、路肩の崩れなどを見つけた時は、建設課（☎58－2111内線8181 ～ 8186）までご連絡ください～

◎
放
課
後
子
ど
も
教
室
と
は

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
放
課
後
に
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
居
場
所

を
設
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
や
体
験

活
動
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
全
体
で

子
ど
も
を
育
て
る
取
り
組
み
で
す
。

　

児
童
が
学
校
の
終
わ
っ
た
放
課
後

に
、
小
学
校
体
育
館
や
運
動
場
な
ど

を
利
用
し
て
、
自
習
（
宿
題
）
や
地

。

域
の
人
た
ち
と
の
交
流
・
体
験
活
動
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
活
動
内
容
＝
「
地
域
の
子
ど
も
は

　

地
域
で
育
て
る
」
と
い
う
考
え
の

　

下
、
教
室
開
設
の
時
間
帯
の
子
ど

　

も
た
ち
が
安
全
で
安
心
し
て
活
動

　

で
き
る
よ
う
見
守
り
指
導
し
ま
す

▼
活
動
場
所
＝
市
内
公
立
小
学
校
全
校

▼
活
動
日
数
＝
概
ね
週
１
回
、
年
間

　

30
回
程
度

※
月
１
回
で
も
大
歓
迎

▼
活
動
時
間
＝
午
後
３
時
〜
５
時

　
（
２
時
間
程
）

▼
応
募
資
格
＝
子
ど
も
が
好
き
で
健

　

康
な
方

▼
募
集
人
数
＝
多
数
（
勤
務
は
４
〜

　

６
人
程
度
で
行
い
ま
す
）

▼
謝
金
＝
７
２
０
円
／
時
間
（
有
償

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
※
交
通
費
込
み

▼
応
募
方
法
＝
電
話
ま
た
は
生
涯
学

習
課
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳

細
に
つ
い
て
、
ご
説
明
し
ま
す
。

　
　
　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
９
３
１
５
）

ム
名
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費
＝
一
人
７
０
０
円（
弁
当
込
）

▼
申
し
込
み
期
限
＝
５
月
10
日
㈯

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
室　

☎
58
‐

４
０
０
５

　

谷
和
原
郵
便
局
で
は
、
毎
月
無
料

の
年
金
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す

▼
予
約
方
法
＝
事
前
に
電
話
で
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
５
月
11
日
㈰　

午
前
９
時

　

〜
午
後
４
時

▼
場
所
＝
谷
和
原
郵
便
局

※
年
金
請
求
書
の
作
成
、
届
出
代
行

情
報お知らせらせ

－Information－

申 ･･･ 申し込み先 ･･･ 問い合わせ先問

　

常
陽
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
常

陽
銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士
が
、

無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
、
年
金
請
求
手

続
き
の
代
行
を
し
て
く
れ
ま
す
。

▼
予
約
方
法
＝
事
前
に
電
話
で
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

◎
予
約
電
話　

☎
58
‐
５
５
５
２

▼
日
時
＝
5
月
15
日
㈭　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時 

▼
場
所
＝
常
陽
銀
行
伊
奈
支
店

　
　
　

常
陽
銀
行
年
金
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
９ 

‐
３
０
０
‐
２
８
４
４

問
申 ご

利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

常
陽
銀
行

　
　
　
　

年
金
相
談

　

谷
和
原
郵
便
局

　
　
　
　

年
金
相
談

募

集

し

ま

す

募

集

し

ま

す

放
課
後
子
ど
も
教
室

　

安
全
管
理
員
の
募
集

問
申市

営
住
宅
入
居
者
募
集

▼
入
居
資
格

①
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
（
持

　

ち
家
の
あ
る
方
は
申
し
込
み
不
可

②
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
あ
る
方

③
原
則
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

　

す
る
親
族
が
あ
る
方

④
市
民
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑤
収
入
基
準
に
当
て
は
ま
る
方
（
基
準

）

問
申春

季
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
参
加
募
集

▼
大
会
名
＝
つ
く
ば
み
ら
い
市
春
季

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▼
期
日
＝
５
月
25
日
㈰　

午
前
９
時

　

開
会
式

▼
場
所
＝
総
合
運
動
公
園
体
育
館

▼
参
加
資
格
＝
20
歳
以
上
の
市
内
在

　

住
・
在
勤
者

▼
参
加
チ
ー
ム
数
＝
混
合
チ
ー
ム
（

　

男
２
人
・
女
２
人
）
…
16
チ
ー
ム

　

／
レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム（
女
４
人
）

　

…
８
チ
ー
ム

※
１
チ
ー
ム
４
人
、参
加
者
氏
名
に
チ
ー

問
申

。
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市
で
は
、
環
境
美
化
運
動
の
一
環

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
市
民
参

加
に
よ
る
市
内
一
斉
清
掃
（
ク
リ
ー

ン
作
戦
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

ご
参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
日
時
＝
５
月
25
日
㈰　

午
前
８
時

　

頃
か
ら
２
時
間
程
度

※
小
雨
決
行
（
荒
天
の
場
合
は
６
月

１
日
㈰
に
な
り
ま
す
）

※
時
間
は
目
安
で
す
。
各
地
域
の
都

合
に
合
わ
せ
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い

▼
場
所
＝
地
域
の
道
路
な
ど
清
掃
可

　

能
な
公
共
の
場
所

　

 

谷
和
原
庁
舎
生
活
環
境
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
３
６
）

　

５
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
５
月
12
日
㈪
〜
14
日

　

㈬
※
定
例
総
会
は
、
５
月
26
日
㈪
の
予

定
で
す
。

　

 

谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事

～おかしな電話勧誘を受けた時は、市消費生活センター（☎25－3288）までご連絡ください～

お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す

農
業
委
員
会
各
種
申
請

問

市
内
一
斉
清
掃

　
　

ご
協
力
の
お
願
い

。

問私
た
ち
の
生
活
の

安
心
・
安
全
を
脅
か
す

不
法
電
波
を
シ
ャ
ッ
ト

ア
ウ
ト
！

　

総
務
省
で
は
、
6
月
１
日
㈰
か
ら

10
日
㈫
ま
で
を
「
電
波
利
用
環
境
保

護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」
と
し
て
、

電
波
を
正
し
く
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
周
知
・
啓
発
活
動
お
よ
び
不

法
無
線
局
の
取
締
り
を
強
化
し
ま
す
。

　

電
波
は
暮
ら
し
の
中
で
欠
か
せ
な

い
大
切
な
も
の
で
す
。
電
波
の
ル
ー

市
地
域
福
祉
計
画
・

地
域
福
祉
活
動
計
画

（
概
要
版
）
の
配
布

　

市
お
よ
び
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
平
成
30
年
度
ま
で
の
5
年
計
画

と
し
て
、
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福

祉
活
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
本

計
画
は
、
市
民
・
福
祉
関
係
団
体
・

社
会
福
祉
協
議
会
・
行
政
な
ど
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
中
で
、
お
互
い

に
力
を
合
わ
せ
る
関
係
を
つ
く
り
、

「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
を
組
み

合
わ
せ
、
生
活
全
般
に
わ
た
る
福
祉

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。 　

誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
「
概
要
版
」

を
全
戸
に
お
配
り
し
ま
す
。
計
画
書

の
全
文
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課 　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
５
６
）

問

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ラ
イ
ト

茨
城
２
０
１
４
研
修
員

の
募
集

　

国
内
・
海
外
調
査
研
修
を
通
じ
て

政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の
参
画
や
、

地
域
に
お
い
て
核
と
な
り
、
活
動
の

参
加
な
ど
を
目
指
す
女
性
の
人
材
を

育
成
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

▼
期
間
＝
海
外
調
査
研
修
…
９
月
28

　

日
㈰
〜
10
月
５
日
㈰

※
他
に
、
国
内
調
査
研
修
１
泊
２
日

×
４
回
が
あ
り
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
日
本
国
籍
を
有
し
、

　

県
内
に
5
年
以
上
居
住
し
て
い
て

　

４
月
１
日
現
在
、
満
30
歳
以
上
満

　

63
歳
以
下
の
女
性

▼
人
数
＝
15
人
程
度

▼
場
所
＝
国
内
調
査
研
修
…
茨
城
県

　

女
性
プ
ラ
ザ　

他
／
海
外
調
査
研

　

修
…
イ
ギ
リ
ス
・
ベ
ル
ギ
ー

▼
料
金
＝
26
万
円
程
度
（
国
内
・
海

　

外
調
査
研
修
を
含
む
）

▼
申
し
込
み
方
法
＝
茨
城
県
女
性
団

　

体
連
盟
あ
て
に
応
募
書
類
を
郵
送

　

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
茨
城
県
女
性
団
体
連
盟
】
〒
３
１
０

　

‐
０
０
１
１　

水
戸
市
三
の
丸
１
‐

　

７
‐
41
女
性
プ
ラ
ザ
男
女
共
同
参

　

画
支
援
室
内  

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９

　

‐
２
２
４
‐
７
７
８
０

▼
申
込
期
限
＝
５
月
30
日
㈮
必
着

、

図書館からのお知らせ
図書館休館日
　５月 7日㈬、12日㈪、16日㈮、
　　   19日㈪、26日㈪
おはなし会　
　５月10日㈯　虹の会　　　午後２時～
　　　24日㈯　図書館　　　３歳ぐらいから
開館時間　午前10時～午後６時
図書館へのお問い合わせ、お申し込み　
　　　　　　　　☎ 58 - 3

みん

7
なの

1
としょ

0
かん

ル
は
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

  

関
東
総
合
通
信
局

●
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

　

☎
03
‐
６
２
３
８
‐
１
９
３
９

●
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

　

☎
03
‐
６
２
３
８
‐
１
９
４
５

●
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
受
信

　

相
談　

☎
03
‐
６
２
３
８
‐
１
９
４
４

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

な
ど
の
社
会
保
険
労
務
士
の
業
務
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
郵
便
局
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
扱
う
銀
行
代

理
業
者
で
す
。

　
　
　

谷
和
原
郵
便
局　

☎
52 

‐

２
０
０
１

問
申

務
局　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線

８
１
２
０
〜
８
１
２
２
）

問
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県
女
性
青
少
年
課　

☎

０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
１
７
８　

Ｆ

Ａ
Ｘ
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
１
８
９

Ｈ
Ｐ  http://w

w
w
.pref.ibaraki.

jp/bukyoku/bugai/josei/

　

  

谷
和
原
庁
舎
市
民
サ
ポ
ー
ト
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
４
１

問平
成
26
年
度

母
子
家
庭
等
自
立
促
進
講
習
会

『
医
療
事
務
講
座
講
習
会
』

　

県
よ
り
委
託
を
受
け
た
母
子
家
庭

な
ど
の
就
労
支
援
対
策
の
一
助
と
し

て
、
自
立
促
進
を
図
る
た
め
の
講
習

会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
母
子
家
庭
の
母
お
よ
び

寡
婦
（
以
前
受
講
し
た
者
を
除

く
）
母
子
家
庭
な
ど
と
な
り
、
お

お
む
ね
７
年
以
内
で
全
日
程
出
席

で
き
、
今
後
就
労
を
希
望
し
、
技

能
認
定
試
験
を
受
講
す
る
方

▼
募
集
人
員
＝
24
人
程
度

▼
受
講
期
間
＝
６
月
８
日
㈰
〜
11
月

　

16
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
講
習
会
場
＝
茨
城
県
母
子
寡
婦
福

　

祉
連
合
会
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
（
水
戸
市
八
幡
町
11
‐
52
）

▼
受
講
手
続
＝
申
込
書
と
一
緒
に
Ａ

　

４
原
稿
用
紙
に
受
講
し
た
い
理
由

　

・
受
講
動
機
を
記
載
し
、
５
月
25

　

日
㈰
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
申
し

　

込
む
こ
と
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
作
文
選
考

住
ま
い
の

　
　

復
興
給
付
金
制
度

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
が
生

じ
た
住
宅
の
被
災
時
の
所
有
者
が
、

引
上
げ
後
の
消
費
税
率
が
適
用
さ
れ

る
時
期
に
、
新
た
に
住
宅
を
建
築
・

購
入
し
、
ま
た
は
被
災
住
宅
を
補
修

し
、
そ
の
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
場

合
に
、
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

　

制
度
の
内
容
、
申
請
対
象
、
申
請

書
類
な
ど
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

自
動
車
税
の
納
税
は

　

６
月
２
日
㈪
ま
で
に

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
1
日
現
在

で
、
自
動
車
の
所
有
者
（
割
賦
販
売
契

約
の
場
合
は
使
用
者
）
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
納

期
限
の
６
月
２
日
㈪
ま
で
に
、
お
近
く

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
金
融
機

関
、
郵
便
局
ま
た
は
県
税
事
務
所
窓
口

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
で
き
る

場
所
は
、
納
税
通
知
書
裏
面
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「Pay-easy

（
ペ
イ
ジ
ー
）」

で
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
県
税

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
 

茨
城
県
土
浦
県
税
事
務
所　

収

税
第
二
課
（
土
浦
市
真
鍋
５
‐
17

‐
26
）　

☎
０
２
９
‐
８
２
２
‐

７
２
０
８
／
受
付
時
間
…
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

  

多
重
債
務
相
談
窓
口

　

水
戸
財
務
事
務
所
で
は
、
多
重
債

務
相
談
の
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
借
金
の
返
済
で
お
困
り
の
方
、

お
電
話
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料
。
秘

密
は
守
り
ま
す
。

　

 

財
務
省
関
東
財
務
局
水
戸
財
務

事
務
所
多
重
債
務
相
談
窓
口　

☎

０
２
９
‐
２
２
１
‐
３
１
９
０
／
平

日
…
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後

１
時
〜
４
時
30
分

国
保
・
医
療
・
介
護

な
ん
で
も
電
話
相
談
室

▼
日
時
＝
５
月
24
日
㈯　

午
前
９
時

　

30
分
〜
正
午

▼
受
付
電
話
番
号
＝
０
２
９
‐
２
２
８

　

‐
０
６
０
０
、０
６
０
２

▼
回
答
者
＝
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

く
ら
し
の

　
　

困
り
ご
と
相
談
所

　

次
の
よ
う
な「
相
談
し
た
い
こ
と
」

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
道
路
（
通
学
路

の
危
険
な
箇
所
を
解
消
し
て
ほ
し

い
）、
年
金
（
ね
ん
き
ん
定
期
便
の

見
方
を
教
え
て
ほ
し
い
）、税
金
（
遺

産
相
続
し
た
と
き
の
税
金
は
ど
の
く

ら
い
？
）
な
ど

▼
日
時
＝
６
月
30
日
㈪　

午
前
10
時

　

30
分
〜
午
後
３
時

▼
会
場
＝
つ
く
ば
市
役
所
２
階
２
０
１

　

会
議
室

▼
参
加
機
関
＝
法
務
局
、
労
働
局
、

年
金
事
務
所
、
茨
城
県
、
茨
城
県

警
、
つ
く
ば
市
、
茨
城
県
弁
護
士

会
、
茨
城
司
法
書
士
会
、
関
東
信

越
税
理
士
会
茨
城
県
支
部
連
合

会
、
行
政
相
談
委
員
、
茨
城
行
政

評
価
事
務
所

※
相
談
を
お
持
ち
の
方
が
多
数
い
る

機
関
に
つ
い
て
は
、
相
談
時
間
の
制

限
や
受
付
を
早
期
終
了
す
る
こ
と
も

※
申
込
書
は
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
役

所
こ
ど
も
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
受
講
料
＝
6
０
０
０
円
（
教
材
費

　

な
ど
）

※
託
児
有
。
た
だ
し
２
歳
児
以
上

　
　
　

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
９

‐
２
２
１
‐
８
４
９
７　

E-m
ail 

bosinoie@
pastel.ocn.ne.jp

　

 

伊
奈
庁
舎
こ
ど
も
福
祉
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
６
１
）

あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

 

総
務
省
茨
城
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
３
３
４
７
／

行
政
に
関
す
る
電
話
で
の
ご
相
談
は

０お
こ
ま
り
な
ら
ま
る

５
７
０
‐
０ま

る
く
じ
ょ
ー
ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん

９
０
１
１
０
ま
で

問
申

問問

問

問

　

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
医
療
・
福
祉

　

団
体
ス
タ
ッ
フ

▼
相
談
料
＝
無
料

▼
お
受
け
す
る
相
談
内
容
＝
医
療
や

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
で
困
っ
て

　

い
る
こ
と
、
費
用
や
保
険
料
負
担

　

で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
負
担
軽
減

　

策
な
ど

▼
主
催
＝
茨
城
県
社
会
保
障
推
進
協

　

議
会

問
申 ※

書
類
お
よ
び
面
接
に
よ
る
選
考
が

あ
り
ま
す
。

）
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い
し
か
わ
耳
鼻
咽
喉
科
ク
リ

ニ
ッ
ク　

☎
57
‐
８
７
３
３

平
成
26
年
度
家
庭
倫
理
講
演
会

　

   

家
庭
の
ち
か
ら

▼
日
時
＝
５
月
18
日
㈰　

午
前
10
時

　

〜
11
時
50
分
／
受
付
…
午
前
9
時

　

30
分

▼
場
所
＝
常
総
市
生
涯
学
習
セ
ン

　

ー
（
常
総
市
水
海
道
天
満
町
４
６

　

８
４
）

▼
講
師
＝
一
版
社
団
法
人
倫
理
研
究

　

所
専
任
講
師　

渡わ
た
な
べ邊　

美み

つ

こ
津
子

▼
参
加
費
＝
１
０
０
０
円

※
多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
心
か

ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

 

家
庭
倫
理
の
会
常
総　

五ご

き

た
木
田

☎
０
２
９
７
‐
23
‐
１
８
１
１
／

成な
り
と
み冨  

☎
０
９
０
‐
４
２
２
５
‐

２
９
５
１

　

第
６
回
健
康
教
室

  　

ニ
オ
イ
の
障
害

　

フ
ラ
イ
パ
ン
が
焦
げ
て
い
る
ニ
オ

イ
、
食
べ
物
が
腐
っ
た
ニ
オ
イ
な
ど

が
わ
か
ら
な
い
と
、
生
命
に
か
か
わ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
食
べ
物

を
お
い
し
く
感
じ
る
に
は
風
味
が
関

係
し
て
お
り
、
花
の
香
り
は
気
持
ち

を
安
ら
げ
ま
す
。
一
方
、見
え
な
い
、

聞
こ
え
な
い
と
い
う
感
覚
と
違
っ

て
、
に
お
わ
な
い
感
覚
は
、
緊
急
性

を
感
じ
る
人
が
少
な
い
た
め
に
放
置

さ
れ
て
し
ま
い
、
ま
っ
た
く
ニ
オ
イ

が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
か
ら
受
診
さ

れ
る
方
を
多
く
見
か
け
ま
す
。

　

今
回
は
ニ
オ
イ
の
障
害
に
つ
い
て

お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
予
約

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
参
加
費
は
無

料
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
５
月
28
日
㈬　

午
後
１
時

　

30
分
〜
（
約
１
時
間
）

▼
場
所
＝
い
し
か
わ
耳
鼻
咽
喉
科
ク

　

リ
ニ
ッ
ク
待
合
室
（
つ
く
ば
み
ら

　

い
市
紫
峰
ヶ
丘
１
‐
８
‐
３
）

▼
担
当
＝
院
長　

石い
し
か
わ川　

敏と
し
お夫

▼
内
容
＝
ニ
オ
イ
の
障
害

　

犬
・
猫
譲
渡
会
の

　
　

  

お
知
ら
せ

▼
日
時
＝
５
月
11
日
㈰　

午
前
10
時   

　

〜
11
時
30
分　

雨
天
中
止

▼
会
場
＝
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ「
ナ
ナ
」

　

駐
車
場
（
関
鉄
バ
ス
下
外
記
新
田

　

バ
ス
停
前
）　

※
要
予
約

　

 

つ
く
ば
み
ら
い
市
清
流
会
事
務

局　

☎
58
‐
７
１
６
８

福
岡
堰
土
地
改
良
区　

　

新
規
採
用
職
員
募
集

　

福
岡
堰
土
地
改
良
区
で
は
、
平
成

26
年
度
内
ま
た
は
平
成
27
年
度
新
規

採
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種
＝
一
般
事
務

▼
採
用
年
月
日
＝
10
月
１
日
㈬
、
ま

　

た
は
平
成
27
年
４
月
１
日
㈬

▼
募
集
人
数
＝
１
人

▼
受
験
資
格
＝
平
成
３
年
４
月
２
日

　

以
降
に
生
ま
れ
た
方
（
大
卒
・
短

　

大
卒
（
専
門
含
む
）・
高
卒
、
平

　

成
27
年
４
月
１
日
採
用
希
望
者
は

　

卒
業
見
込
み
者
を
含
む
）

つ
く
ば
国
際

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

コ
ー
ス
は
す
べ
て
自
由
歩
行
で

す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
に

楽
し
く
歩
き
ま
し
ょ
う
。

▼
主
催
＝
大
会
実
行
委
員
会
（
㈳
日

　

本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
・
茨
城
県

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
）

▼
共
催
＝
つ
く
ば
市
・
茨
城
県
土
地

　

家
屋
調
査
士
会

▼
開
催
日
＝
①
５
月
31
日
㈯
（
４
コ
ー

　

ス
設
定
）
②
６
月
１
日
㈰
（
５
コ
ー

　

ス
設
定
）

▼
申
し
込
み
方
法
＝
払
込
取
扱
票     

　
（
参
加
申
込
書
）
ま
た
は
イ
ン
タ

は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

 
住
ま
い
の
復
興
給
付
金
事
務
局

☎
０
５
７
０
‐
２
０
０
‐
２
４
６
（
有

料
）、
受
付
時
間
…
午
前
９
時
〜
午

後
５
時　

Ｈ
Ｐ　

http://fukko-
kyufu.jp

※
長
期
勤
務
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成

を
図
る
観
点
か
ら
、
年
齢
制
限
を
定

め
て
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
期
間
＝
５
月
１
日
㈭
〜

　

６
月
27
日
㈮
（
市
販
履
歴
書
Ａ
４

　

に
て
受
付
）

▼
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５

　

時
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

▼
試
験
日
＝
一
次
試
験
…
８
月
３
日

㈰　

筆
記
試
験（
一
般
教
養
試
験
）

お
よ
び
論
文
（
合
否
通
知
８
月
中

旬
）
／
二
次
試
験
＝
８
月
中
旬
〜

下
旬
の
平
日
。
口
述
試
験
（
一
次

試
験
合
格
者
に
別
途
通
知
）

※
採
用
合
否
通
知
９
月
上
旬

▼
試
験
会
場
＝
福
岡
堰
土
地
改
良
区

　

事
務
所

　
　
　

福
岡
堰
土
地
改
良
区
庶
務
課

☎
52
‐
４
２
３
２

　

ー
ネ
ッ
ト
、
電
話

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…http://w

w
w
.

　

sportsentry.ne.jp/

・
携
帯
電
話
…http://w

w
w
.   

　

sportsentry.ne.jp/m
obile

・
電
話
番
号
…
０
５
７
０
‐
５
５
０

　

‐
８
４
６

▼
参
加
登
録
費
＝
【
事
前
申
し
込
み
】

　
大
人
１
５
０
０
円
、
高
校
生
５
０
０

　

円
、つ
く
ば
市
民
（
大
人
８
０
０
円
、

　

高
校
生
３
０
０
円
）、
小
中
学
生
１

　

０
０
円
（
保
険
代
）

【
当
日
申
し
込
み
】
大
人
２
０
０
０

　

円
、
高
校
生
８
０
０
円
、
つ
く
ば

　

市
民
（
大
人
１
０
０
０
円
、
高
校

　

生
５
０
０
円
）、
小
中
学
生
１
０
０

　

円
（
保
険
代
）

　

②
コ
ー
ス
の
う
ち
Ｉ
コ
ー
ス
は
事

　

前
・
当
日
と
も
３
０
０
円
（
小
中

　

学
生
１
０
０
円
（
保
険
代
））

※
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

 

大
会
事
務
局
実
行
委
員
長

深ふ
か
み見　

博ひ
ろ
し　

☎
０
９
０
‐
４
１
２
２

‐
２
２
２
５

問
申

問

問 問

問

問

、
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健
康
増
進
課
（
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
）
☎
25
‐
２
１
０
０

問

み
ら
い
健
診
①
を

　
　
　

受
け
ま
し
ょ
う
！

　

今
年
も
健
康
に
1
年
を
過
ご
す
た

め
に
、健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

5
月
は
、
み
ら
い
健
診
①
を
3
日

間
実
施
し
ま
す
。
土
曜
日
も
健
診
を

行
い
ま
す
の
で
、
平
日
お
仕
事
な
ど

▼
申
し
込
み
方
法
…
申
込
受
付
専
用

　

電
話　

☎
０
２
９
７
‐
25
‐
２
９

　

８
３　

ま
た
は
健
康
増
進
課
窓
口

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

▼
申
込
受
付
時
間
…
午
前
９
時
〜
午

　

後
５
時
（
土
、
日
は
除
く
）　

※
右
記
以
外
の
方
法
に
よ
る
受
付
は

行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
同
一
世
帯
の

ご
家
族
以
外
の
申
込
受
付
は
で
き
ま

せ
ん
。

※
受
付
開
始
30
分
は
、
電
話
が
集
中

し
大
変
か
か
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
申
込
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
各
検
診
の
対
象
者
、
負
担
額
な
ど

は
、「
平
成
26
年
度
健
康
管
理
予
定

表
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

日　時 会　場 申込期間 健診当日受付時間

５月23日㈮ 保健福祉センター

５月８日㈭～
　　　　14日㈬

①７：００～７：３０
②８：００～８：３０
③９：００～９：３０
④１０：００～１０：３０
※①～④より選択してくだ
さい。
※各時間50人まで

５月24日㈯ 保健福祉センター

５月26日㈪
伊奈公民館
※２階で行います。

定
期
予
防
接
種
の
「
未
満
」
の

　
　
　

年
齢
の
考
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た

　

生
活
の
実
感
と
し
て
、
１
つ
歳
を

と
る
の
は
誕
生
日
の
当
日
で
す
が
、

年
齢
に
関
す
る
法
律
上
は
、「
誕
生
日

の
前
日
」
に
１
つ
歳
を
と
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
予
防
接
種
の
対
象

年
齢
で
「
●
歳
未
満
」
の
解
釈
が
、

こ
れ
ま
で
は
「
誕
生
日
の
前
々
日
」

ま
で
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
誕

生
日
の
前
日
」
ま
で
と
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
日
本
脳
炎
第
2
期
、

Ｄ
Ｔ
（
二
種
混
合
）
第
2
期
の
対
象

年
齢
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

【
例
】

2
０
１
４
（
平
成
26
年
）
年
4
月
2

日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
の
場
合

11
歳
以
上
13
歳
未
満（
Ｄ
Ｔ
第
2
期
）

の
考
え
方
…
11
歳
の
誕
生
日
の
前
日

〜
13
歳
の
誕
生
日
前
日
、
つ
ま
り
、

2
０
２
５
（
平
成
37
年
）
年
４
月
１

日
当
日
か
ら
、
2
０
２
７
（
平
成
39

年
）
年
４
月
１
日
当
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。

　

  

健
康
増
進
課
（
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
）
☎
25
‐
２
１
０
０

問

くらしのＱ＆ＡくらしのＱ＆Ａ

Ｑ

Ａ

ブラインドなどのひもの事故

　

留
め
ひ
も
な
ど
が
子
ど
も
の
首

に
か
ら
ま
る
事
故
は
、
国
内
で
は

2
０
０
７
年
以
降
、
死
亡
事
故
１

件
を
含
め
、少
な
く
と
も
７
件
起
き
て
い
ま
す
。

　

ブ
ラ
イ
ン
ド
や
カ
ー
テ
ン
を
使
用
す
る
際

は
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
が
過
ご
す
場
所
で
は
、
ひ
も
部
分
が

　

な
い
、
ル
ー
プ
が
小
さ
い
な
ど
の
安
全
性
の

　

高
い
商
品
を
選
ぶ
。

○
ひ
も
部
分
が
あ
る
場
合
は
、
子
ど
も
の
手
が

　

届
か
な
い
位
置
で
ク
リ
ッ
プ
留
め
を
す
る
。

　

ま
た
は
、
重
さ
が
掛
か
る
と
ひ
も
が
切
れ
る

　

ジ
ョ
イ
ン
ト
を
使
う
。

○
カ
ー
テ
ン
の
留
め
ひ
も
を
使
わ
な
い
と
き
は
、

　

輪
に
し
な
い
。

ひ
も
が
思
わ
ぬ
事
故
に
！

ひ
も
が
思
わ
ぬ
事
故
に
！

問
　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
谷
和
原
庁
舎
１
階
）
☎
25

‐
３
２
８
８

消費生活センターイメージ
キャラクター『まみりん』

ブラインドのひもやカーテンの留めひもが、
子どもの首にからまる事故が起きていると聞
きました。注意点を教えてください。
　　　　　　　　　　　　　　（30代・女性）

○
子
ど
も
が
ソ
フ
ァ
や
ベ
ッ
ド
な
ど
を
踏
み
台

　

に
す
る
と
、
ひ
も
部
分
に
届
く
場
合
が
あ
る

　

の
で
、
家
具
の
配
置
に
注
意
す
る
。

　

小
さ
な
子
ど
も
は
ひ
も
で
遊
ん
だ
り
、
思
わ

ず
ひ
も
に
引
っ
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
で
も
、
自
分
で
そ
の
危
険
に
気
づ
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
周
り
の
大
人
が
注
意
し
、 

安
全
な
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

で
受
診
で
き
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
！
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健
康
増
進
課
が
ん
対
策
室（
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
25
‐

２
１
０
０

問

●対象者＝健康増進室利用講習会を受けたことのある方
●定員＝各日22人（予約制・定員になり次第終了）
●申し込み方法＝電話でお申し込みください。２日目以
降は窓口でも可。申し込みは、本人、家族のみです。（都
合により、休講または変更する場合があります）
※バランスボールはどちらか一方
＜講習・ミニ教室申込期間＞＜講習・ミニ教室申込期間＞
５月14日㈬から受け付けます。（土・日・祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

●対象者＝市内在住・在勤・在学者で15歳以上の方
（中学生を除く）
※障害者手帳をお持ちの方はご持参ください。
●定員＝各日８人（予約制）
●申し込み方法＝電話または窓口で直接お申し込み
ください。申し込みは、本人、家族のみです。

健康増進室のご利用案内
●火～土…午前９時～午後８時30分
●日曜日…午前９時30分～午後７時30分（月曜日休室）
●料　金…１回あたり150円（減額制度あり）
※初めて健康増進室を利用する場合は、事前に「健
康増進室利用講習会※1 」を受けてください。

【健康増進室６月スケジュール】

申 健康増進課（保健福祉センター内）☎25-2100　

期  日 開始時間 使用料

    健康増進室   
    利用講習会※１ 
（１時間30分程度）

６日㈮ 午後１時

無料  14日㈯ 午後１時
  20日㈮ 午後６時30分
29日㈰ 午後１時

期  日 開始時間 使用料

ミ　

ニ　

教　

室

肩こり・
腰痛体操

（１時間程度）

  ３日㈫

 午前11時 150円 10日㈫
 17日㈫
 24日㈫

バランスボール・
シェイプアップ
（１時間程度）

４日㈬

 午前11時 150円11日㈬
18日㈬
25日㈬

チューブ運動
（１時間程度）

 ５日㈭  
 午前11時 150円12日㈭

19日㈭
26日㈭

バランスボール・
リフレッシュ
（１時間程度）

６日㈮

 午前11時 150円 13日㈮
 20日㈮
 27日㈮

※２

◎ミニ教室　  の使用料には、健康増進室使用料を含みます。※２

「市のがん検診」と
　　　　「人間ドック」の違いは？

～がん対策室通信～～がん対策室通信～

○子どもの健診・教室など 会場：保健福祉センター

※健診などの詳しい内容は、「健康管理予定表」をご覧ください。
※ピヨピヨ組は谷和原公民館が会場です。

○相　談 事業名 期　日 時　間 対　象
３～４カ月児健診  14日㈬ 午後１時～２時 平成26年１月生
１歳６カ月児健診  21日㈬ 午後１時～２時 平成24年10月生
２歳児歯科健診  ９日㈮ 午後１時～２時 平成24年４月生
３歳児健診  27日㈫ 午後１時～２時 平成23年３月生
離乳食教室(前半)  13日㈫

（予約制）
午後１時～２時 ５カ月～８カ月児向け

離乳食教室(後半) 午後２時30分～３時30分 ９カ月～ 12カ月児向け
ひよこ広場(ピヨピヨ組)※

  20日㈫ 午前10時～11時30分
１カ月～８カ月児と保護者

ひよこ広場(コッコ組) ９カ月～12カ月児と保護者

日　　時 会　　場

移　    動
健康相談
（予約不要）

14日㈬
受付時間
　　午前９時30分～ 11時

北袋集落
センター

こころの
健康相談
(予約制）

７日㈬
午後１時30分～３時30分

保健福祉
センター

保健カレンダー (５月）保健カレンダー (５月）

　

市
の
が
ん
検
診
は「
対
策
型
検
診
」

と
呼
ば
れ
、
次
の
よ
う
な
条
件
を
も

と
に
選
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
集
団
全
体
の
死
亡
率
を
下
げ
る
科

　

学
的
な
根
拠
が
あ
る
検
査
で
あ
る

　

こ
と

②
検
査
時
間
が
短
い
こ
と

③
検
査
を
す
る
た
め
の
負
担
、
苦
痛

　

や
事
故
（
検
査
に
よ
る
合
併
症
）

　

が
少
な
い
こ
と

④
経
済
的
で
あ
る
こ
と

　

現
在
、
市
が
行
っ
て
い
る
肺
が
ん

検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
）・
胃
が

ん
検
診
（
胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
）・
大
腸

が
ん
検
診
（
便
潜
血
検
査
）・
子
宮

が
ん
検
診
（
子
宮
頸
部
細
胞
診
）・

乳
が
ん
検
診
（
超
音
波
・
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
）
は
、
国
や
県
で
推
奨
さ

れ
、
①
〜
④
の
条
件
に
当
て
は
ま
り

ま
す
。

　

一
方
で
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
検

査
は
「
任
意
型
検
査
」
と
呼
ば
れ
、

そ
の
人
個
人
の
死
亡
リ
ス
ク
を
下
げ

る
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
検
査
内
容
も
好
み
に
合

わ
せ
て
選
べ
ま
す
の
で
、
検
査
料
金

が
高
額
に
は
な
り
ま
す
が
、
高
度
な

検
査
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
先
に
述
べ
た
①
〜
④
の

条
件
は
必
ず
し
も
当
て
は
ま
り
ま
せ

ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
の
が
ん
検
診
と

人
間
ド
ッ
ク
な
ど
で
は
、
対
象
や
目

的
、
費
用
な
ど
に
違
い
が
あ
り
ま
す

の
で
、
自
分
に
合
っ
た
検
診
を
選
択

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

市
で
は
、
多
く
の
方
に
が
ん
検
診

を
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

「
が
ん
対
策
室
通
信
」
で
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
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地　区 収集日 申　込　日
小張・豊、小絹、絹の台  5月14日㈬ 5月 7日㈬  ～ 8日㈭
板橋、紫峰ヶ丘・富士見ヶ丘  5月21日㈬ 5月12日㈪  ～ 14日㈬
三島・東、谷原、陽光台  5月28日㈬ 5月19日㈪  ～ 21日㈬
谷井田、福岡・十和  6月 4日㈬ 5月26日㈪  ～ 28日㈬

市社会福祉協議会心配ごと相談（５月）
粗大ごみ収集・申込日（５月）

※申し込み専用☎ 52‐3152　午前９時から午後５時まで

 休日救急当番病院（５月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

 ３日㈷ 守 谷 慶 友 病 院 守谷市 0297-45-3311

 ４日㈷ 取 手 医 師 会 病 院 取手市 0297-78-6111
 ５日㈷ ＪＡとりで総合医療センター 取手市 0297-74-5551
 ６日（振休） 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341
11日㈰ 守 谷 慶 友 病 院 守谷市 0297-45-3311

18日㈰ 水海道さくら病院 常総市 0297-23-2223

25日㈰ 東 取 手 病 院 取手市 0297-74-3333

小児科救急当番病院（５月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111

水曜日以外 ＪＡとりで総合医療センター 取手市 0297-74-5551

                                           くみとり
業　者　名 指 定 地 区 

㈱シイナクリーン
0297-48-2336

旧谷和原村全域
小張・豊・谷井田・三島（戸茂・戸崎・   
根柄を除く）
板橋（高岡）・東（東栗山・城中）

関　東　商　事  ㈱
029- 836-3007

板橋（高岡を除く）
東（足高）・三島（戸茂・戸崎・根柄）

谷 和 原 庁 舎                       ４日・18日

伊 奈 庁 舎                    11日・25日
 開庁時間：午前８時30分から正午まで
   業務内容：窓口業務の一部（下記のとおり）
 【税務関係】　
　納税証明書、所得証明書、評価証明書、軽自動車　   
　車検用納税証明書などの発行
　市税、各種使用料および手数料など（納付書持参　
　の場合のみ）の収納

【住民関係】

　 戸籍謄本・抄本、住民票の写し、身分証明書、
     印鑑登録および印鑑登録証明書などの発行
　※住民票の異動（転入・転出など）およびパスポート
　申請などの手続きはできません。
　　なお、第２第４日曜日の開庁時間のみパスポート
　の交付が可能です。
問い合わせ先：市民窓口課　☎58‐2111
　伊奈庁舎　　（内線1111 ～ 1115）
　谷和原庁舎　（内線8110 ～ 8112）

 日曜日開庁のお知らせ（５月）

行　政　相　談（５月）
　毎日の暮らしの中で、例えば「道路の案内標識が見えに
くい」など、困っていることはありませんか？こんなとき、
行政相談委員にご相談ください。
日　時　　５月15日㈭　午後１時30分～３時30分
場　所　　谷和原公民館　『研修室』
　　　　　また、随時相談を受け付けています。
問い合わせ先　行政相談委員
　今

いま

川
がわ

    和
かず

宏
ひろ

さん　☎52 - 2525　筒戸1749 - 1
　相

あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　    ☎58 - 0676　下平柳828 - 3

教　育　相　談（５月）
　家庭教育や子育てに関すること・不登校・友人関係・受
験・カウンセリングなど教育に関する相談についてご利用
ください。来所相談のほか、電話相談も受け付けています。

教育支援センター 小絹コミュニティセンター
毎週月～金曜日（祝日を除く） 毎週火曜日（1日・8日を除く）  

午前９時～午後４時
　☎ 57‐0983 ☎ 52‐7566（相談室直通）

消 費 生 活 相 談
　市消費生活センターでは、消費生活に関する苦情や問い
合わせを、専門の相談員が受け付けています。消費生活に
ついてのトラブルに巻き込まれたり、迷ったりしたときに
は、お気軽にご相談ください。
日　時　毎週月～金曜日　午前９時～正午、午後１時～４時30分
　　　※祝日・年末年始は除く
場　所　市消費生活センター（谷和原庁舎１階）
            ☎ 25－3288（ｾﾝﾀｰ直通）  FAX  57－2288　

人　権　相　談（５月）
　家庭内の問題、いじめ、セクハラ、近隣関係など、心配ご
とや困っていることがありましたら、お気軽にご相談くださ
い。プライバシーは厳守されます。
日　時　５月８日㈭　午前10時～正午
場　所　板橋コミュニティセンター

　　　　また、随時相談を受け付けています。
     問い合わせ先　人権相談員   
  豊
とよしま

島  美
み ち こ

智子さん   ☎58 - 0085 　　板橋2388－2
  相
あいじま

島  宏
ひろし

さん　   　☎58 - 0676   　  下平柳828－3

　５月７日㈬　 法律相談(弁)…保健福祉センター
          13日㈫　 法律相談(弁)…すこやか福祉館
　　   15日㈭　 心配ごと相談…すこやか福祉館 
　  　　  〃 　   心配ごと相談…保健福祉センター
          20日㈫　 法律相談(司)…保健福祉センター
　　   27日㈫    法律相談(弁)…すこやか福祉館  
◎法律相談（弁）（司）

　弁護士・司法書士による相談（要予約）午後１時～４時
◎心配ごと相談

　
相談員による相談　午後１時～３時
予約・問い合わせ先

  　　
 ㈳つくばみらい市社会福祉協議会（すこやか福祉館内）　

　　　☎ 57 - 0123 
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火災・救急統計
●火災
　建 物

　車 両

　そ の 他

　 計

●救急

　交通事故

　急　　病

　そ の 他

　 計

３月分

1件

　1件

0件

2件

　３月分

19件

91件

　25件

135件

26年分

3件

　1件

1件

5件

26年分

55件

268件

　70件

393件

　～水道工事は市指定給水装置工事事業者へ～　

水道工事（新設・改造・修繕など）は、市の指定を受けた給水装置工事事業者でな
ければ行うことができません。工事の際は指定を受けた事業者に依頼し、上下水道課
へ届け出をしてください。
　市内の指定給水装置工事事業者は下記のとおりです。また、市外の事業者を知り
たい場合は別途お問い合わせください。
　なお、市ホームページにも一覧が掲載されています。
（トップページ→上下水道→水道工事・修理→給水装置工事事業者）
　　　　　　　　　　　　　                       

 上下水道課　    58-2111（内線8207）
　　　　　　　　　　　　

工事業者名 所在地 電話番号 工事業者名 所在地 電話番号

㈱赤塚土木興業 長渡呂256 58 - 6213 常磐興業㈱ 筒戸3178 52 - 2203

伊奈工業㈱ 城中359 58 - 6168 ㈱豊島産業 川崎213-3 52 - 3335

いなほ工業㈱ 上島848 58 - 0382 ㈱直井造園土木 日川571 52 - 2600

大久保水道工業 谷井田1403-3 58 - 8177 成島建設㈱ 板橋3101 58 - 1131

オービー建設㈱ 谷井田750-1 47 - 7000 浜野商事㈱ 伊丹161 58 - 2416

㈲片見設備工業 福岡1425-1 52 - 5804 原信田建設㈱ 板橋1783 58 - 0018

㈲川口商事 鬼長526-1 52 - 3286 常陸管工 上長沼617 52 - 5579

久下設備 城中55 58 - 0418 ㈲福新設備工業 台198 52 - 5011

㈲坂本設備工業 豊体612‐２ 58 - 0070 ㈱武平 福原188 57- 0600

常総土木工業㈱ 福岡1383-1 52 - 5357 ㈲文倉建設 鬼長1231-2 52 - 5622

常栄エンジニアリング㈱ 田村450 52 - 7633 松本工業㈱ 板橋2536 58 - 2187

㈱新みらい 絹の台2-2-3 34 - 1088 ㈲丸斉建設 真木106 52 - 2627

㈱誠勝 筒戸1987-11 20 - 5470 ㈱山田組 城中952 58 - 2351

関建設㈱ 上島168-2 58 - 2138 谷原建設㈱ 下長沼118-1 52 - 2298

塚本建設工業㈱ 東楢戸980-1 52 - 3681 吉田設備 樛木45-3 52 - 5830

㈱寺田興業 南927-2 52 - 5809

問  ☎  ＜市内給水装置工事事業者一覧＞
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Ａ
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な
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特
産
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＝
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1
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本
会
議

4
日
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つ
く
ば
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ら
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演
会

5
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第
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問

6
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例
会
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16
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10
日
㈪
＝
観
光
大
使
2
次
審
査

11
日
㈫
＝
常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
管
理
者
会
・
小

　
　
　
　

絹
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ
訪
問

12
日
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計
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員
会

18
日
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コ
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よ
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19
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会
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会

20
日
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１
保
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終
了
式
・
伊
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第
４
保
育
所
終
了
式

21
日
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・
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ュ
ア
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テ
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24
日
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本
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28
日
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衛
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土
地
改
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会

29
日
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＝
農
業
集
落
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業
三
島
地
区
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理
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見
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ミ
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ー
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燥
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設
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・
常
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環
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日
㈪
＝
退
職
者
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令
交
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式
・
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会
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令
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式
・
デ
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ン
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合
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ー
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コ
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テ
ィ
バ
ス
運
行
開
始
式
・
教
育
長
部
局
辞
令
交
付
式
・

　
　
　
　

派
遣
職
員
辞
令
交
付
式

   

市
長
３
月
の
動
静
（
３
月
1
日
〜
31
日
）

こ
こ
で
は
、
市
長
の
月
間
の
主
な
動
静
を
情
報
公
開
し
ま
す
。

５月の納税など

軽 自 動 車 税　　　全 期 分

保 育 料　　　５ 月 分

児 童 ク ラ ブ　　　５ 月 分

住 宅 使 用 料　　　５ 月 分

地　　                                                              代　         ５ 月 分

上下水道料金(取）含　　　３ 月 分

　                           ☆納期限は６月２日（月）です。 
（取）：取手地方広域下水道組合

【漏水に注意してください】
漏水は、大切な水を無駄にするばかりでなく、料金の負担にもつながります。
わずかな漏水でもそのまま放置せず、すぐに修理するよう心がけてください。
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公民館って、どんなトコ？公民館って、どんなトコ？
……   集まって・楽しく学び・心のふれあいを深める　トコロです   …………   集まって・楽しく学び・心のふれあいを深める　トコロです   ……
　公民館は、市民の皆さんに「さまざまな学
習の場」としてご利用いただくとともに、「趣
味・楽しみ」を探す初心者向け講座や、教養
を高めるさまざまな講座を開催しています。
　また、60歳以上の市民の皆さんを対象にし

た「よつわ大学」を年7回、「見て・聞いて・学
んで」をメインテーマに、「新しい発見・新し
い仲間を作ろう！」をサブテーマに実施して
います。今回は「よつわ大学」をすこしのぞ
いてみましょう。

【伊奈公民館】 【谷和原公民館】
移動学習で 「蔵の街　川越」 に行ってきました。 移動学習で 「皇居と東京駅」 に行ってきました。

見
て
！

見
て
！

　「音の泉」 さんをお招きして、 童謡、 唱歌から春を

テーマにした曲を演奏していただきました。

　女子マラソンのパイオニアと呼ばれる松
ま つ だ

田千
ち え こ

枝子氏

をお招きし、「趣味や楽しみを持って生きる」 をテーマ

にお話を伺いました。

聞
い
て
！

聞
い
て
！

学
ん
で
！

学
ん
で
！

　郷土の偉人 「間宮林蔵」 の記念館、 生家の菩提

寺を訪ね、 林蔵の偉業について学習しました。

　歴史探訪として、 徳川家康の孫娘 「千姫」 ゆか

りの寺 「弘経寺」 を訪ね、 遠～く江戸時代の歴史

に触れてきました。

　そして、参加者の皆さんのいちばんの楽しみは、午後のクラブ活
動です。5つのクラブから好きなものを１つ選んで活動しています。
　参加されている方の声を紹介しますと……「皆で集まって! 学
び! 仲間を作る。思いやる『心』を持ち『輪・和』をつくること

だと思います。だから初心者であろうと、仲間として受け入れ、
皆で楽しく! 輪を! 和を! 育んでいます」とのこと。
　参加されている方々を、温かく迎え入れてくれる「よつわ
大学」、あなたもぜひ参加してみませんか?

ク
ラ
ブ
活
動
の
ひ
と
こ
ま

ク
ラ
ブ
活
動
の
ひ
と
こ
ま

▷
大
人
の
ぬ
り
絵

◁
健
康
歌
道
場

※本年度の「よつわ大学」の募集は、先着80人にて各公民館
でご案内していますので、お問い合わせください。

問 伊奈公民館　　☎58‐5081
谷和原公民館　☎52‐2141

←

←

▷
移
動
学
習
の
様
子

▷
演
奏
会
の
様
子

◁
講
演
会
の
様
子

◁
移
動
学
習
の
様
子


